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代
の
社
会
生
活
に
於
て
人
と
人
と
の
間
の
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
の
は
当
事
者
の
意
思
に
基
づ
く
契
約
に
よ
る
場
合
が
非
常
に
多
い
が
、
親
族
法
、
相
続
法
の
領
域
の
生
活
関
係
の
中
で
も
、
当
事
者
の
意
思
に
基
い
て
法
律
関
係
の
形
成
さ
れ
る
場
合
が
多
く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
身
分
的
法
律
行
為
の
特
質
が
通
常
の
法
律
行
為
の
特
質
と
比
較
さ
れ
る
と
き
に
あ
げ
ら
れ
る
身
分
的
法
律
行
為
の
特
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九
〇
質
の
一
つ
に
能
力
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
に
法
律
行
為
を
有
効
に
な
し
う
る
た
め
に
は
行
為
能
力
を
必
要
と
す
る
が
、
行
為
能
力
な
る
観
念
は
財
産
法
的
の
も
の
で
あ
り
．
い
わ
ゆ
る
無
能
力
者
も
、
身
分
行
為
に
つ
い
て
は
能
力
者
で
あ
る
と
す
る
の
が
現
在
の
通
説
判
例
で
あ
り
．
身
分
行
為
能
力
な
る
観
念
を
立
て
る
と
し
て
．
そ
の
能
力
の
程
度
に
関
し
て
は
、
身
分
行
為
を
な
す
に
は
意
思
能
力
あ
る
を
以
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）
足
り
．
財
産
法
上
の
意
思
能
力
が
身
分
法
上
の
行
為
能
力
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
民
法
も
行
為
無
能
力
者
で
あ
る
禁
治
産
者
が
婚
姻
す
る
に
は
．
そ
の
後
見
人
の
同
意
を
要
し
な
い
（
七
三
八
条
）
と
規
定
し
．
ま
た
認
知
を
す
る
に
は
．
父
又
は
母
が
無
能
力
者
で
あ
る
撫
熱
で
も
．
そ
の
法
定
代
理
人
の
同
意
を
要
し
な
い
（
七
八
○
条
）
と
し
．
代
諾
養
子
の
規
定
よ
り
未
成
年
者
も
十
五
才
以
上
の
場
合
に
は
自
己
の
意
思
に
よ
む
養
子
縁
組
の
意
思
決
定
の
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
よ
り
．
身
分
的
法
律
関
係
の
成
立
を
欝
的
と
す
る
法
律
行
為
は
意
思
能
力
が
あ
れ
ば
足
り
．
民
法
総
則
に
い
う
無
能
力
者
も
．
法
定
代
理
入
保
佐
人
の
同
意
を
要
し
な
い
こ
と
　
　
（
2
）
に
な
る
。
　
ド
イ
ツ
婚
姻
法
は
、
婚
姻
が
締
結
さ
れ
る
す
な
わ
ち
契
約
が
締
結
さ
れ
る
の
で
．
婚
姻
締
結
に
は
婚
姻
成
年
と
共
に
行
為
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
し
．
そ
の
範
囲
で
ド
イ
ッ
民
法
の
基
本
的
決
定
に
触
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
二
．
三
の
特
殊
性
を
も
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
行
為
無
能
力
者
に
婚
姻
を
一
般
に
禁
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
無
意
識
の
状
態
（
強
度
の
飲
酒
）
と
精
神
活
動
の
一
時
的
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
す
べ
て
も
同
様
で
あ
る
（
ド
イ
ッ
民
法
一
〇
五
条
二
項
婚
姻
法
一
八
条
二
項
）
。
ま
た
制
限
行
為
能
力
者
に
つ
い
て
は
．
未
成
年
者
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〉
は
他
の
理
由
か
ら
行
為
能
力
が
制
限
さ
れ
て
い
る
者
は
法
定
代
理
入
と
現
存
す
る
保
護
者
の
同
意
を
要
す
る
（
婚
姻
法
三
条
）
。
　
ス
イ
ス
民
法
は
、
婚
姻
締
結
の
た
め
に
は
、
判
断
能
力
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
精
神
病
者
は
婚
姻
能
力
が
な
い
と
す
る
（
ス
イ
ス
民
法
九
七
条
）
。
こ
の
法
律
の
意
昧
の
判
断
能
力
者
は
、
子
の
年
令
の
た
め
又
は
精
神
病
．
精
神
薄
弱
．
飲
酒
又
は
そ
の
他
の
類
似
の
状
態
の
た
め
に
合
理
的
に
行
為
を
す
る
能
力
の
欠
け
て
い
な
い
人
で
あ
る
。
人
が
判
断
能
力
が
あ
る
か
否
か
は
一
般
的
で
は
な
く
、
常
に
個
々
の
具
体
的
行
為
に
関
し
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。
判
断
能
力
は
相
対
的
概
念
で
あ
る
。
例
え
ば
、
食
料
品
売
買
契
約
に
関
し
て
合
理
的
に
行
為
し
う
る
状
態
に
あ
る
者
は
よ
り
一
層
複
雑
な
法
律
存
為
に
関
し
て
は
判
断
無
能
力
で
あ
り
う
る
。
人
の
知
的
能
力
が
縮
少
す
る
に
従
っ
て
そ
の
判
断
無
能
力
は
取
引
の
広
い
範
囲
に
及
ぶ
。
そ
れ
は
継
続
的
な
性
質
を
も
つ
（
精
神
薄
弱
）
か
又
は
一
時
的
な
性
質
を
も
つ
の
で
あ
る
（
飲
酒
等
）
。
婚
姻
に
関
し
て
は
判
断
能
力
を
前
提
に
す
る
（
ス
イ
ス
民
法
九
七
条
）
。
一
方
で
は
婚
姻
の
目
的
と
本
質
に
つ
い
て
の
十
分
な
洞
察
並
び
に
婚
姻
に
結
合
す
る
責
務
と
義
務
の
理
解
と
他
方
こ
れ
に
従
っ
て
行
為
す
る
能
力
を
前
提
と
す
る
。
判
例
は
あ
ま
り
強
い
要
求
を
し
な
い
。
単
に
主
た
る
婚
姻
上
の
義
務
へ
の
洞
察
並
び
に
こ
の
洞
察
に
よ
り
配
偶
者
の
援
助
に
よ
り
行
動
し
う
る
能
　
　
　
　
　
（
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）
カ
を
要
求
す
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
は
意
思
能
力
と
同
義
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
婚
姻
等
の
身
分
行
為
は
当
事
者
の
意
思
能
力
を
基
準
と
し
て
理
解
す
る
我
民
法
上
の
規
定
並
び
に
学
説
判
例
は
こ
の
ス
イ
ス
民
法
の
判
断
能
力
を
基
準
と
す
る
立
場
と
ほ
ぼ
共
通
の
立
場
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
一
身
専
属
的
な
性
質
を
も
つ
行
為
に
つ
い
て
は
（
特
に
、
離
婚
の
場
合
の
訴
訟
能
力
、
医
療
上
の
手
術
の
同
意
、
婚
姻
締
結
、
遺
言
）
そ
の
判
断
能
力
の
法
的
評
価
に
関
し
て
は
、
裁
判
官
は
取
引
的
法
律
行
為
の
判
断
能
力
と
不
法
行
為
の
責
任
能
力
の
場
合
と
は
異
る
地
位
に
立
た
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
法
的
安
定
性
の
老
慮
が
重
要
で
あ
る
が
、
一
身
専
属
的
性
質
を
有
す
る
行
為
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
老
慮
は
ほ
と
ん
ど
重
要
な
役
割
を
果
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
各
人
は
一
身
専
属
的
な
権
利
の
行
使
に
は
出
来
る
限
り
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
上
の
原
則
が
強
制
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
一
身
専
属
的
な
権
利
の
行
使
の
場
合
に
は
、
当
該
行
為
の
時
の
軽
く
又
は
中
程
度
に
弱
ま
っ
た
精
神
能
力
を
無
視
し
て
直
ち
に
判
断
能
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
特
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）
別
の
場
合
に
は
心
理
的
に
強
く
低
下
し
た
精
神
能
力
者
の
場
合
に
は
そ
の
者
の
代
理
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
　
判
断
能
力
の
法
的
評
価
は
法
律
行
為
の
種
類
に
か
か
っ
て
い
る
。
近
代
法
は
取
引
的
法
律
行
為
の
場
合
に
は
判
断
無
能
力
に
よ
り
法
的
安
定
性
を
危
険
に
す
る
こ
と
は
出
来
る
限
り
避
け
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
、
そ
れ
故
に
判
断
無
能
力
者
が
自
己
の
行
為
の
結
果
の
責
に
任
ず
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
の
よ
う
な
行
為
の
み
が
判
断
無
能
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
老
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
通
常
．
そ
の
意
図
や
そ
の
実
現
に
於
て
．
異
常
な
と
い
う
理
由
か
ら
本
能
に
対
し
て
意
識
が
も
は
や
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
な
い
よ
う
な
行
為
の
場
合
に
の
み
あ
て
は
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
多
く
の
場
合
に
．
心
理
的
に
強
く
減
少
し
又
は
全
く
欠
け
た
精
神
能
力
と
い
わ
れ
る
行
為
の
場
合
の
み
に
法
的
判
断
無
能
力
が
認
め
ら
れ
る
べ
蓑
で
あ
る
．
一
方
軽
い
又
は
申
程
度
の
心
理
的
に
制
限
さ
れ
た
精
神
能
力
は
裁
判
官
に
よ
り
無
視
き
れ
、
す
な
わ
ち
判
断
能
力
が
直
ち
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
不
法
行
為
の
責
任
能
力
の
場
合
に
は
判
断
能
力
の
法
的
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
§
〉
は
理
論
的
に
は
取
引
行
為
と
同
様
に
行
わ
れ
る
．
　
民
法
上
の
判
断
能
力
並
び
に
刑
法
上
の
責
任
能
力
は
法
規
の
目
的
の
異
っ
た
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
が
．
こ
の
よ
う
な
法
的
形
成
に
も
拘
ら
ず
．
両
者
は
精
神
能
力
で
あ
る
。
程
度
を
異
に
し
て
減
少
し
た
責
任
能
力
の
観
念
が
今
沼
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
が
．
判
断
能
力
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
観
念
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
殆
ん
ど
す
べ
て
の
法
律
行
為
は
（
例
え
ば
売
買
．
貸
借
．
雇
傭
契
約
．
婚
姻
締
結
．
養
子
縁
組
．
遺
言
）
は
．
こ
の
法
律
行
為
の
場
合
に
は
．
行
為
の
判
断
能
力
が
問
題
と
な
る
と
き
は
．
完
全
に
有
効
か
又
は
無
効
か
に
な
る
の
で
あ
り
．
そ
こ
で
判
断
能
力
の
中
問
的
な
段
階
は
法
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
民
法
上
の
不
法
行
為
の
場
合
に
は
減
少
せ
る
判
断
能
力
と
こ
れ
に
相
当
す
る
賠
償
義
務
の
段
階
性
を
一
般
に
承
認
す
る
こ
と
は
法
的
安
定
性
を
甚
々
し
く
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
法
律
行
為
と
不
法
行
為
の
取
扱
の
不
平
等
と
な
る
。
そ
こ
で
判
断
能
力
の
段
階
性
を
示
す
心
理
的
事
実
の
法
的
評
価
は
裁
判
官
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）
み
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
如
何
な
る
場
合
に
婚
姻
締
結
、
離
婚
、
遺
言
又
は
認
知
と
同
様
の
一
身
専
属
的
な
親
族
権
の
た
め
の
判
断
能
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
か
の
問
題
は
困
難
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
位
自
体
は
た
と
え
個
々
で
は
当
然
異
っ
た
高
さ
で
あ
っ
て
も
当
該
権
利
の
行
使
は
客
観
的
に
は
か
な
り
高
い
判
断
能
力
に
つ
い
て
の
要
求
を
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
で
あ
る
。
こ
の
行
為
の
客
観
的
範
囲
に
よ
り
段
階
を
な
す
判
断
能
力
の
客
観
的
要
求
が
決
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
高
価
な
物
の
条
件
付
売
買
契
約
、
婚
姻
締
結
、
相
続
人
に
複
雑
な
負
担
を
負
わ
す
関
係
の
包
括
的
遺
言
処
分
は
、
債
務
の
弁
済
、
店
舗
に
於
け
る
売
買
又
は
同
様
の
経
済
的
に
価
値
の
低
い
活
動
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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一
層
判
断
能
力
の
知
的
そ
し
て
感
情
的
な
面
へ
の
強
い
要
求
を
す
る
。
　
親
族
共
同
生
活
の
形
成
行
為
の
こ
の
精
神
能
力
へ
の
要
求
は
前
述
の
よ
う
な
日
常
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
取
引
的
行
為
が
人
に
要
求
す
る
判
断
能
力
を
広
範
囲
に
超
越
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
取
引
行
為
の
場
合
に
は
一
つ
の
行
為
、
一
人
の
人
の
た
め
の
精
神
能
力
の
み
が
重
要
で
あ
る
が
、
一
方
婚
姻
締
結
の
場
合
に
は
婚
姻
の
継
続
的
特
色
と
し
て
す
な
わ
ち
継
続
的
地
位
と
し
て
婚
姻
を
な
す
重
要
な
精
神
能
力
が
当
事
者
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
う
る
。
　
婚
姻
を
締
結
す
る
判
断
能
力
の
客
観
的
要
求
は
具
体
的
地
位
（
当
事
者
の
性
質
、
子
の
数
、
社
会
的
地
位
）
に
よ
り
当
然
異
る
が
、
し
か
し
常
に
日
常
行
わ
れ
る
取
引
よ
り
は
高
い
。
ま
た
遺
言
を
す
る
こ
と
を
見
る
と
そ
の
客
観
的
地
位
か
ら
か
な
り
広
い
判
断
能
力
へ
の
要
求
が
生
ず
る
。
複
雑
な
財
産
上
の
事
項
の
場
合
の
知
的
な
場
合
の
み
な
ら
ず
家
族
関
係
の
場
合
の
感
情
的
な
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
前
述
の
如
き
一
身
専
属
的
な
性
質
を
も
つ
行
為
の
判
断
能
力
の
法
的
評
価
の
場
合
は
取
引
的
行
為
や
不
法
行
為
の
場
合
と
異
な
り
、
法
的
安
定
性
の
考
慮
が
あ
ま
り
重
要
な
役
割
を
果
さ
な
い
。
婚
姻
締
結
の
場
合
に
は
判
断
無
能
力
者
の
婚
姻
の
成
立
は
社
会
の
た
め
に
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
公
的
利
益
が
事
実
上
存
在
し
、
こ
れ
に
対
し
他
の
一
身
専
属
的
性
質
の
行
為
の
場
合
に
は
心
理
的
障
害
者
が
こ
れ
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
照
を
行
う
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
私
的
領
域
に
の
み
．
そ
の
共
同
体
の
利
益
の
み
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
の
保
護
の
点
で
は
婚
姻
の
場
合
は
他
の
場
合
と
異
る
が
、
一
身
専
属
的
の
行
為
の
場
合
に
は
、
取
引
的
法
律
行
為
や
不
法
行
為
の
場
合
と
は
異
っ
た
意
昧
で
、
判
断
能
力
の
欠
け
た
者
の
保
護
は
一
層
重
要
で
あ
る
。
す
べ
て
の
者
は
一
身
専
属
権
の
主
張
に
於
て
は
出
来
る
限
り
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
原
則
は
当
然
に
こ
の
如
き
権
利
の
行
使
に
あ
た
り
精
神
的
な
障
害
者
も
可
能
な
限
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
要
　
　
（
9
）
求
す
る
．
　
意
思
能
力
を
以
ウ
て
身
分
的
行
為
能
力
と
解
す
る
我
民
法
に
於
て
も
．
そ
の
意
思
能
力
の
基
準
を
定
め
る
に
は
ス
イ
ス
民
法
の
判
断
能
力
の
法
的
評
価
と
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
法
律
行
為
の
種
類
に
よ
む
そ
れ
に
必
要
な
意
思
能
力
の
程
度
内
容
に
差
異
が
あ
り
．
取
引
的
行
為
と
身
分
的
行
為
と
は
当
然
に
意
思
能
力
を
異
に
し
．
そ
の
取
引
的
行
為
に
も
財
産
上
重
要
な
価
値
を
目
的
と
す
る
も
の
と
．
縫
常
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
通
常
の
も
の
で
は
差
異
が
あ
り
．
ま
た
身
分
的
行
為
の
場
合
に
も
前
述
の
如
く
婚
姻
は
そ
の
性
質
上
客
観
的
に
他
の
身
分
的
行
為
と
比
較
し
て
高
い
意
思
能
力
を
必
要
と
す
る
。
民
法
上
も
婚
姻
能
力
は
年
令
上
男
一
八
才
女
一
六
才
と
し
て
い
る
が
．
養
子
縁
組
の
場
合
は
一
五
才
以
上
と
し
て
い
る
の
も
．
同
じ
身
分
的
行
為
に
も
そ
の
意
思
能
力
に
差
異
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
禁
治
産
者
も
身
分
的
行
為
を
す
る
に
は
法
定
代
理
人
の
同
意
を
要
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
．
こ
の
よ
う
な
者
が
行
為
を
行
う
当
時
意
思
能
力
が
あ
る
か
否
か
を
決
す
る
に
は
こ
の
よ
う
な
基
準
の
下
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
意
思
能
力
の
評
価
に
は
精
神
上
の
状
態
並
び
に
知
能
経
験
等
に
よ
り
老
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
身
分
的
行
為
に
は
意
思
能
力
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
い
わ
ゆ
る
財
産
法
上
の
意
思
能
力
と
は
異
っ
た
程
度
内
容
を
も
ち
．
ま
た
各
種
の
身
分
的
行
為
に
よ
り
異
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
身
分
的
行
為
の
行
為
能
力
の
場
合
を
考
察
し
た
が
、
さ
ら
に
親
族
法
上
、
相
続
法
上
に
於
て
意
思
が
問
題
と
な
り
、
そ
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
重
要
な
作
用
を
な
す
幾
つ
か
の
場
合
が
あ
り
、
身
分
的
行
為
と
意
思
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
り
身
分
行
為
意
思
は
一
切
の
人
間
情
緒
の
介
入
や
諸
々
の
生
き
た
社
会
規
範
の
作
用
に
よ
っ
て
身
分
行
為
意
思
を
個
別
化
し
実
質
的
把
握
を
す
る
こ
と
と
、
こ
の
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）
思
を
画
一
化
し
法
的
形
式
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
適
合
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
意
思
を
実
質
的
意
思
と
　
　
　
　
　
　
　
（
員
）
解
す
る
最
近
の
判
例
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
身
分
的
行
為
と
共
に
親
族
相
続
法
上
意
思
の
問
題
と
な
る
場
合
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
（
！
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
（
鐙
）
（
n
）
中
川
善
之
助
著
身
分
法
の
総
則
的
課
題
　
一
〇
六
頁
我
妻
栄
著
親
族
法
　
三
九
三
頁
旨
8
0
鼠
簿
の
段
p
げ
瓢
げ
o
ぴ
い
鉱
叢
ぴ
償
o
び
α
①
oo
男
簿
導
豊
の
β
吋
8
簿
ω
｝
竃
斡
図
内
①
一
一
Φ
び
ビ
o
げ
残
び
墓
o
一
一
α
Φ
ω
国
騨
o
器
o
算
9
　
｝
零
G
o
”
ω
・
鍵
鵠
麟
⇒
ω
切
ぽ
α
①
び
鵠
9
添
ω
騨
ご
創
①
き
鵠
鋤
p
ω
ω
ぼ
α
Φ
び
類
餌
昌
o
o
じご
ぎ
儀
①
び
頃
餌
類
ω
ω
ぼ
山
①
び
福
地
俊
雄
最
高
判
　
家
族
法
大
系
1
昭
和
四
四
年
一
〇
月
三
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
①
恥
”
ω
●
讃
9
①
α
牌
o
熔
の
㌶
獣
α
q
闘
Φ
津
一
類
唱
亀
9
0
一
〇
籔
の
o
げ
①
き
℃
亀
o
げ
圃
無
は
ω
畠
窪
瓢
雛
住
旨
江
ω
餓
ω
9
角
ω
一
〇
算
｝
斜
鋤
・
○
こ
ψ
憲
oo鳩
押
餌
●
○
こ
ω
ゆ
一
ミ
。
餌
一
鉾
○
こ
ω
骨
認
駒
ρ
鉾
○
こ
ω
ふ
Oo
団
こ
　
　
　
　
四
六
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
民
集
二
三
巻
一
〇
号
一
八
九
四
頁
お
①
命
ω
。
憲
卸
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
九
五
東
　
洋
　
法
　
学
九
六
二
．
身
分
行
為
と
訴
訟
能
力
　
心
理
的
に
相
当
の
程
度
に
判
断
能
力
が
減
少
し
て
い
る
の
に
拘
ら
ず
法
的
に
な
お
判
断
能
力
を
認
め
る
べ
熱
か
否
か
の
閥
題
が
提
起
＊
れ
る
現
実
に
重
要
な
分
野
に
は
一
身
專
属
権
の
主
張
の
訴
訟
能
力
が
あ
る
。
最
も
密
接
に
慮
己
の
重
要
な
生
活
利
益
に
関
係
す
る
よ
う
な
一
身
専
属
的
な
法
的
要
求
を
裁
判
所
に
主
張
す
る
か
又
は
主
張
さ
せ
る
か
の
事
項
は
出
来
る
限
り
本
人
に
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
直
接
の
正
義
感
情
に
適
す
る
。
極
端
な
場
合
の
み
こ
の
よ
う
な
人
々
に
は
．
訴
訟
追
行
の
た
め
の
判
断
能
力
が
な
い
と
宣
書
さ
れ
．
そ
し
て
そ
の
要
求
が
公
平
な
裁
判
所
に
な
き
れ
う
る
方
法
に
よ
り
本
人
が
こ
れ
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）
何
故
な
ら
絶
体
的
な
一
身
専
属
権
の
場
合
に
は
本
人
の
代
理
人
が
行
為
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
例
え
ば
離
婚
訴
訟
の
場
合
が
そ
れ
に
当
る
。
ド
イ
ッ
民
法
で
は
婚
姻
は
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
．
当
然
離
婚
権
は
権
利
者
の
人
格
的
行
使
を
目
的
と
す
る
。
一
部
的
行
為
能
力
者
と
共
に
一
般
的
行
為
無
能
力
者
も
離
婚
権
の
行
使
の
た
め
に
無
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
範
囲
で
離
婚
訴
訟
は
後
見
裁
判
所
の
同
意
に
拘
束
さ
れ
る
法
定
代
理
人
に
よ
り
提
起
さ
れ
う
る
（
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
六
二
一
条
）
。
し
か
し
制
限
行
為
無
能
力
者
に
は
婚
姻
事
件
に
於
て
訴
訟
能
力
と
同
時
に
離
婚
訴
訟
の
中
に
存
在
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
意
思
表
示
の
た
め
の
完
全
な
行
為
能
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
ド
イ
ッ
民
訴
六
三
一
）
。
ス
イ
ス
民
法
で
は
．
離
婚
請
求
権
は
一
身
専
属
権
で
あ
り
．
そ
れ
故
に
禁
治
産
者
の
一
身
専
属
的
行
為
は
法
定
代
理
人
の
行
為
に
よ
り
代
理
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
判
断
能
力
あ
る
禁
治
産
者
は
法
定
代
理
人
の
同
意
が
な
く
て
も
離
婚
の
訴
を
提
起
で
き
る
。
他
方
、
判
断
無
能
力
者
の
離
婚
の
要
求
は
法
定
代
理
人
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
っ
て
も
主
張
さ
れ
え
な
い
。
　
訴
訟
能
力
の
あ
る
人
は
自
己
自
身
で
訴
を
提
起
し
そ
し
て
そ
の
必
要
な
訴
訟
行
為
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
又
は
そ
の
訴
訟
を
少
な
く
と
も
自
己
の
選
任
し
た
代
理
人
に
よ
り
追
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
限
行
為
能
力
者
（
判
断
能
力
の
あ
る
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
）
は
基
本
的
に
は
制
限
訴
訟
能
力
の
み
を
も
ち
、
訴
訟
に
於
て
は
そ
の
者
の
た
め
に
法
定
代
理
人
が
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
離
婚
請
求
権
は
一
身
専
属
権
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
制
限
行
為
能
力
者
は
財
産
上
の
権
利
が
訴
訟
の
対
象
に
な
ら
な
い
範
囲
で
完
全
な
訴
訟
能
力
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
者
は
法
定
代
理
人
の
共
同
な
し
に
訴
を
提
起
し
、
訴
訟
を
追
行
し
う
る
。
更
に
こ
の
訴
の
一
身
専
属
的
性
質
か
ら
禁
治
産
者
の
行
為
は
法
定
代
理
人
の
行
為
に
よ
り
代
理
さ
れ
え
な
い
と
い
う
結
果
に
な
る
。
従
っ
て
一
般
に
判
断
能
力
の
な
い
禁
治
産
者
の
離
婚
訴
訟
は
不
可
能
と
な
る
。
判
断
能
力
の
な
い
禁
治
産
者
が
離
婚
訴
訟
に
於
て
被
告
と
な
る
と
き
は
法
定
代
理
人
に
よ
　
　
　
　
　
（
4
）
り
代
理
さ
れ
る
。
　
ス
イ
ス
民
法
は
未
成
年
者
か
又
は
禁
治
産
者
で
も
判
断
能
力
の
あ
る
場
合
に
は
法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
て
自
ら
義
務
を
負
担
す
る
取
引
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
己
の
人
格
の
た
め
に
存
在
す
る
権
利
を
行
使
す
る
行
為
は
法
定
代
理
人
の
同
意
を
要
し
な
い
と
し
て
い
る
（
ス
イ
ス
民
法
一
九
条
）
。
こ
の
よ
う
な
一
身
専
属
権
と
は
自
己
の
人
格
の
た
め
と
そ
の
保
護
の
た
め
に
人
問
に
成
立
す
る
権
利
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
は
相
対
的
｝
身
専
属
権
と
絶
体
的
一
身
専
属
権
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
対
的
一
身
専
属
権
と
は
人
格
と
の
関
係
が
法
定
代
理
人
に
よ
る
こ
の
権
利
行
使
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
程
度
に
密
接
な
も
の
で
は
な
く
、
絶
体
的
一
身
専
属
権
と
は
代
理
人
に
よ
る
行
使
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
程
度
に
密
接
に
人
格
に
結
合
し
て
い
る
場
合
で
婚
姻
締
結
、
離
婚
と
遺
言
処
分
更
に
　
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
　
東
　
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
婚
外
子
の
認
知
の
よ
う
な
親
族
法
上
の
行
為
と
後
見
法
に
於
け
る
一
定
の
行
為
で
あ
り
．
こ
の
よ
う
な
権
利
は
判
断
能
力
あ
る
者
は
未
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
年
又
は
禁
治
産
者
で
あ
っ
て
も
自
身
の
み
で
行
使
し
う
る
。
　
ス
イ
ス
最
高
裁
判
所
も
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
自
然
的
正
義
感
の
要
求
に
応
じ
て
．
そ
の
行
為
か
ら
精
神
病
又
は
精
神
耗
弱
（
薄
弱
）
の
た
め
心
理
的
に
見
て
、
当
該
行
為
に
つ
き
判
断
能
力
が
相
当
程
度
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
人
問
を
一
身
專
属
権
の
主
張
の
た
め
に
は
（
禁
治
産
宣
告
に
対
す
る
異
議
．
後
見
の
要
求
と
取
消
．
婚
姻
．
離
婚
に
対
す
る
防
禦
）
法
的
に
判
断
能
力
が
あ
り
．
そ
蔦
で
訴
訟
能
力
が
あ
る
と
考
え
た
．
鉱
の
よ
う
な
人
に
霞
己
の
法
的
要
求
を
最
終
審
に
よ
り
判
断
審
せ
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
．
ス
イ
ス
最
高
裁
判
所
は
心
理
学
的
に
は
相
当
程
度
に
減
少
し
て
い
る
判
断
能
力
に
拘
ら
ず
．
一
身
専
属
権
を
争
っ
て
い
る
理
由
で
訴
訟
追
行
能
力
を
有
す
る
と
判
断
し
た
、
我
国
の
人
事
訴
訟
法
上
も
訴
訟
能
力
し
た
が
っ
て
意
思
能
力
の
有
無
は
職
権
調
査
事
項
で
あ
蔭
裁
判
所
が
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
の
欠
歓
を
誤
認
ま
た
は
看
過
し
て
本
案
判
決
を
し
た
と
き
は
上
訴
又
は
再
審
の
訴
に
よ
り
そ
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
場
合
制
限
的
判
断
能
力
で
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
は
自
己
の
法
的
要
求
に
つ
い
て
不
完
全
の
観
念
の
み
を
も
ち
．
そ
し
て
こ
れ
に
関
す
る
不
完
全
な
動
機
の
意
思
形
成
の
み
を
も
つ
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
を
か
な
り
理
解
で
き
る
こ
と
で
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
一
身
尊
属
権
の
主
張
の
た
め
に
は
心
理
学
的
に
は
相
当
程
度
に
減
少
し
て
い
る
判
断
能
力
の
人
も
法
的
に
は
訴
訟
追
行
の
判
断
能
力
が
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
全
く
判
断
無
能
力
者
を
も
訴
訟
能
力
者
と
し
て
拡
大
す
る
も
の
で
は
な
く
．
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
他
の
場
合
と
同
様
の
要
求
が
判
断
能
力
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
も
の
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
我
人
事
訴
訟
法
上
婚
姻
事
件
．
養
子
縁
組
事
件
及
び
親
子
関
係
事
件
に
つ
い
て
無
能
力
者
が
訴
訟
行
為
を
な
す
と
き
は
そ
の
法
定
代
理
人
ま
た
は
保
佐
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
（
人
事
訴
訟
法
三
条
一
項
二
六
条
、
三
二
条
一
項
）
。
　
そ
こ
で
こ
の
場
合
に
は
無
能
力
者
も
意
思
能
力
の
あ
る
限
り
訴
訟
能
力
を
有
す
る
。
ま
た
人
事
訴
訟
法
で
は
夫
婦
の
一
方
が
禁
治
産
者
で
あ
る
と
き
は
後
見
人
又
は
後
見
監
督
人
が
禁
治
産
者
の
た
め
に
離
婚
に
つ
い
て
訴
え
又
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
人
事
訴
訟
法
四
条
）
。
　
強
度
の
精
神
病
を
理
由
と
す
る
離
婚
請
求
の
場
合
に
は
意
思
能
力
を
欠
く
と
老
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
者
に
対
す
る
離
婚
の
訴
に
関
し
て
、
判
例
は
「
お
よ
そ
心
神
喪
失
の
常
況
に
在
る
も
の
は
、
離
婚
に
関
す
る
訴
訟
能
力
を
有
し
な
い
。
ま
た
、
離
婚
の
ご
と
き
本
人
の
自
由
な
る
意
思
に
も
と
ず
く
こ
と
を
必
須
の
要
件
と
す
る
一
身
に
専
属
す
る
身
分
行
為
は
代
理
に
親
し
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
法
定
代
理
人
に
よ
っ
て
、
離
婚
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
は
人
事
訴
訟
法
の
み
と
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
法
四
条
は
、
夫
婦
の
一
方
が
禁
治
産
者
で
あ
る
と
き
は
、
後
見
監
督
人
又
は
後
見
人
が
禁
治
産
者
の
た
め
に
離
婚
に
つ
き
訴
え
又
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
後
見
監
督
人
又
は
後
見
人
が
禁
治
産
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
職
務
上
の
地
位
に
も
と
づ
き
禁
治
産
者
の
た
め
当
事
者
と
し
て
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
を
み
と
め
た
規
定
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
離
婚
訴
訟
は
代
理
に
親
し
ま
な
い
訴
訟
で
あ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
翻
っ
て
、
民
訴
五
六
条
は
、
法
定
代
理
人
ナ
キ
場
合
又
ハ
法
定
代
理
人
力
代
理
権
ヲ
行
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合
二
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
に
対
し
訴
訟
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
た
め
、
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の
特
別
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
み
と
め
た
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
特
別
代
理
人
は
、
そ
の
訴
訟
か
ぎ
り
の
臨
時
の
法
定
代
理
人
た
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
代
理
に
親
し
ま
な
い
離
婚
訴
訟
の
こ
ど
き
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
同
条
は
そ
の
適
用
を
見
ぎ
る
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
理
は
心
神
喪
失
　
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
の
常
況
に
在
っ
て
未
だ
禁
治
産
者
の
宣
告
を
受
け
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
．
か
か
る
者
は
離
婚
訴
訟
に
つ
い
て
民
訴
五
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
条
を
適
用
す
る
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
意
思
能
力
な
き
者
に
代
っ
て
法
定
代
理
人
が
当
事
者
と
な
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
民
訴
五
六
条
の
ご
と
き
そ
の
訴
訟
か
ぎ
り
の
特
別
代
理
人
を
し
て
こ
れ
に
当
ら
し
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
．
夫
婦
の
一
方
の
た
め
後
見
監
督
人
又
は
後
見
人
の
ご
と
き
精
神
病
者
の
た
め
の
常
置
機
関
と
し
て
．
精
神
病
者
の
病
気
療
養
そ
の
他
．
財
産
上
一
身
上
万
般
の
監
護
を
そ
の
任
務
と
す
る
も
の
に
そ
の
訴
訟
遂
行
を
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
．
こ
の
よ
う
な
法
定
代
理
人
が
精
神
病
者
の
訴
訟
を
遂
行
す
べ
蓉
理
由
を
示
し
て
い
る
．
　
こ
の
よ
う
に
離
婚
訴
訟
の
場
合
に
は
後
見
監
督
人
叉
は
後
見
人
が
禁
治
産
者
の
た
め
に
当
事
者
と
な
り
う
る
い
わ
ゆ
る
訴
訟
代
位
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
．
離
婚
訴
訟
及
び
嫡
出
否
認
訴
訟
は
本
来
代
理
に
親
し
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
本
人
が
禁
治
産
者
で
あ
る
た
め
．
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
の
後
見
監
督
人
後
見
人
が
本
人
の
た
め
職
務
上
の
当
事
者
と
な
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
き
れ
る
が
．
訴
訟
が
本
人
の
意
思
に
も
と
づ
く
こ
と
な
し
に
行
わ
れ
る
点
は
訴
訟
代
理
で
も
法
定
代
理
で
も
差
異
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
．
後
見
監
督
人
ま
た
は
後
見
人
は
禁
治
産
者
の
た
め
に
原
告
ま
た
は
被
告
と
な
り
得
る
ほ
か
．
そ
れ
と
は
別
に
こ
れ
ら
の
者
は
禁
治
産
者
を
代
理
し
て
訴
訟
を
す
る
こ
と
も
で
き
　
　
　
　
　
　
（
鐙
）
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
　
ま
た
、
子
が
認
知
を
求
め
る
場
合
に
．
子
が
意
思
能
力
の
な
い
と
き
に
は
．
そ
の
法
定
代
理
人
が
認
知
の
訴
を
提
起
で
き
る
（
民
法
七
八
七
条
）
が
．
こ
の
場
合
に
最
近
の
判
例
は
「
身
分
上
の
行
為
は
、
原
則
と
し
て
法
定
代
理
人
が
代
理
し
て
行
な
う
こ
と
は
で
き
ず
．
無
能
力
者
で
あ
っ
て
も
意
思
能
力
が
あ
る
か
ぎ
り
、
本
人
が
単
独
で
こ
れ
を
行
な
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
人
事
訴
訟
に
つ
い
て
は
訴
訟
能
力
に
関
す
る
民
事
訴
訟
の
規
定
は
適
用
が
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
未
成
年
の
子
も
、
意
思
能
力
が
あ
る
場
合
に
は
、
法
定
代
理
人
の
同
意
な
し
に
自
ら
原
告
と
な
っ
て
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
人
事
訴
訟
三
二
条
一
項
、
三
条
一
項
の
規
定
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
民
法
七
八
七
条
は
子
の
法
定
代
理
人
が
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
、
身
分
上
の
行
為
が
本
人
に
よ
っ
て
な
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
前
記
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
法
定
代
理
人
が
子
を
代
理
し
て
右
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
も
認
め
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
人
事
訴
訟
法
も
、
無
能
力
者
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
本
人
が
訴
訟
行
為
を
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
は
い
る
が
、
法
定
代
理
人
の
代
理
行
為
を
ま
っ
た
く
許
し
て
い
な
い
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
法
定
代
理
人
が
子
を
代
理
し
て
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
に
意
思
能
力
が
な
い
場
合
で
も
右
の
訴
の
提
起
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
子
に
意
思
能
力
が
な
い
場
合
に
か
ぎ
っ
て
法
定
代
理
人
が
右
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
、
子
の
意
思
能
力
の
有
無
に
つ
い
て
紛
争
が
生
じ
、
訴
訟
手
続
の
明
確
と
安
定
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
っ
て
相
当
で
な
く
、
他
面
、
子
に
意
思
能
力
が
あ
る
場
合
に
も
法
定
代
理
人
が
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
を
認
み
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
子
の
利
益
を
実
質
的
に
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
未
成
年
の
子
の
法
定
代
理
人
は
、
子
が
意
思
能
力
を
有
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
場
合
に
も
、
子
を
代
理
し
て
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
子
が
満
一
四
才
九
月
の
と
き
に
母
が
子
を
代
理
し
て
提
起
し
た
認
知
の
訴
を
適
法
な
も
の
と
し
た
。
　
認
知
訴
訟
の
場
合
に
も
子
が
意
思
能
力
を
備
え
る
と
き
は
、
本
人
が
訴
訟
を
遂
行
す
る
べ
き
で
あ
り
、
意
思
能
力
の
無
い
と
き
は
法
定
代
理
人
が
子
を
代
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
子
に
意
思
能
力
が
あ
る
場
合
に
も
法
定
代
理
人
は
子
に
代
っ
て
認
知
請
求
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
意
思
能
力
の
あ
る
子
が
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
意
思
の
な
い
場
合
で
も
親
　
　
　
身
分
法
と
葱
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）
権
者
た
る
母
が
そ
の
意
に
反
し
て
訴
を
提
起
し
得
る
か
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
法
定
代
理
人
が
こ
の
よ
う
な
訴
を
提
起
す
る
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
子
の
意
思
に
反
し
な
い
限
り
、
法
定
代
理
人
に
よ
る
訴
も
適
法
で
あ
る
し
、
ま
た
未
成
年
の
子
の
利
益
に
も
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）
致
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
二
つ
の
判
例
は
離
婚
訴
訟
．
認
知
訴
訟
等
の
人
事
訴
訟
手
続
の
場
合
、
一
身
専
属
的
な
身
分
行
為
は
意
思
能
力
が
あ
る
者
は
当
然
訴
訟
能
力
を
有
し
．
本
人
が
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
む
．
意
思
能
力
の
な
い
時
に
は
こ
の
者
の
保
護
者
の
地
位
と
責
務
を
も
つ
法
定
代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
訴
訟
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
む
．
離
婚
訴
訟
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
訴
訟
代
位
の
形
式
に
よ
り
．
認
知
訴
訟
の
場
合
に
は
法
定
代
理
に
よ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
．
認
知
訴
訟
の
判
例
が
述
べ
る
よ
う
に
．
意
思
能
力
は
個
人
差
の
大
き
な
事
項
で
十
四
．
五
才
に
な
る
と
認
知
訴
訟
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慧
）
の
意
思
能
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
閥
題
で
あ
り
．
意
思
能
力
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
題
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
．
意
思
能
力
の
評
価
に
は
前
述
の
如
く
．
自
己
の
密
接
す
る
重
要
な
生
活
利
益
に
関
す
る
一
身
専
属
的
法
的
要
求
は
出
来
る
限
り
本
入
に
要
求
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
．
判
断
能
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
基
準
に
立
て
ば
．
本
入
の
訴
訟
能
力
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
な
り
．
身
分
行
為
の
訴
訟
上
の
主
張
を
本
人
の
意
思
に
よ
り
実
行
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
〆
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
V
麟
費
筋
曽
鼠
Φ
さ
b
δ
ご
陣
Φ
瞬
一
ω
敬
一
一
蒔
冨
謬
汐
甥
噸
9
0
一
〇
喰
ω
9
0
び
騨
鴇
獣
拶
窪
圃
o
嘩
9
霧
鎌
益
智
吋
償
甑
o
。
畠
霧
○っ
置
蚤
｝
8
9
陣
影
の
①
讐
び
β
ぴ
②
び
び
Φ
ξ
一
）
信
9
餌
霧
男
簿
3
籔
⑦
一
環
霧
簿
9
お
①
命
Go
』
ε
蒙
餌
図
渓
色
篭
び
び
①
ξ
σ
蓉
び
留
ω
麟
ぴ
震
g
算
ω
”
ご
蕊
｝
oo
る
8
霞
欝
網
溶
Φ
綴
2
鴇
欝
騨
○
こ
ω
舞
8
お
①
鼻
｝
Qっ
る
○
（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
（
⑳
）
（
U
）
（
鴛
）
（
欝
）
（
廻
）
国
餌
瓢
ω
劇
ぎ
儀
①
び
　
鉾
鉾
○
こ
　
の
ぴ
①
山
木
戸
克
巳
著
　
人
事
訴
訟
手
続
法
　
九
八
頁
鶏
簿
β
の
じφ
ぎ
α
の
び
　
僧
鉾
○
こ
　
ω
．
①
○
竺
最
高
判
、
昭
和
三
三
年
七
月
二
五
日
　
民
集
二
一
巻
一
二
号
兼
子
一
著
　
民
事
訴
訟
法
体
系
　
一
六
〇
頁
山
木
戸
克
巳
　
民
商
法
雑
誌
　
四
〇
巻
三
号
　
四
八
二
頁
最
高
判
　
昭
和
四
三
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民
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二
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号
青
山
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夫
著
　
改
訂
家
族
法
論
－
　
一
七
〇
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種
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民
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雑
誌
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八
二
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頁
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三
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三
、
遺
言
自
由
と
遺
言
者
の
意
思
　
今
日
の
相
続
法
の
自
由
化
は
親
族
の
相
続
に
遺
言
の
自
由
が
優
先
す
る
点
に
あ
る
。
自
己
の
た
め
に
利
用
し
、
自
己
の
意
思
で
処
分
す
る
能
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
個
人
の
意
思
自
由
が
重
要
で
あ
る
。
今
濤
も
な
お
遺
言
権
が
ロ
ー
マ
法
生
活
に
於
け
る
と
同
様
に
、
す
べ
て
の
子
孫
が
当
然
に
現
実
的
持
分
を
有
し
て
い
る
家
産
の
分
散
を
阻
止
す
る
目
的
に
役
立
て
え
た
し
、
多
く
の
場
合
に
役
立
っ
て
来
た
こ
と
は
疑
な
い
。
い
づ
れ
に
せ
よ
事
実
上
遺
言
の
自
由
は
家
産
の
統
一
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
維
持
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
方
で
は
生
存
配
偶
者
を
一
時
単
独
の
支
配
者
と
し
家
産
の
維
持
の
配
慮
を
そ
の
豊
富
な
生
活
経
験
に
ま
か
せ
子
孫
を
期
待
権
の
状
態
に
置
く
民
間
に
広
ま
っ
た
習
俗
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
に
で
益
々
稀
に
な
る
が
ド
イ
ツ
民
法
の
継
続
的
夫
嬬
財
産
共
同
の
合
　
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
意
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
通
常
は
生
存
配
偶
者
が
単
独
相
続
人
か
単
独
先
順
位
相
続
人
と
な
る
夫
婦
共
同
遺
言
の
場
合
に
も
こ
の
よ
う
な
　
　
　
　
　
（
玉
）
こ
と
が
言
え
る
。
継
続
的
財
産
共
同
制
は
．
夫
婦
間
の
契
約
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
夫
婦
の
一
方
の
死
後
生
存
配
偶
者
と
法
定
相
続
の
場
合
相
続
権
を
有
す
る
共
同
の
卑
属
の
間
の
婚
姻
財
産
共
同
制
の
継
続
で
あ
る
（
ド
イ
ッ
民
法
一
四
八
三
条
一
項
）
。
　
申
世
既
に
認
め
ら
れ
．
近
世
特
に
北
西
と
中
央
ド
イ
ッ
地
方
に
種
々
の
形
で
拡
が
っ
た
継
続
的
財
産
共
同
制
は
．
た
と
え
家
長
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
団
体
と
し
て
構
成
さ
れ
る
家
族
共
同
体
の
思
想
が
滲
透
し
て
い
る
時
代
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
現
実
で
は
こ
の
思
想
は
失
れ
て
い
る
．
現
在
は
も
は
や
一
方
の
配
偶
者
の
死
以
後
も
共
同
財
産
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
ず
す
ぐ
に
分
配
す
べ
蓉
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
今
鷺
．
ド
イ
ッ
法
に
よ
り
成
年
に
達
し
親
の
家
か
ら
独
立
せ
る
子
も
生
存
配
偶
者
の
老
令
者
救
助
の
た
め
に
不
定
の
期
間
共
有
財
産
分
割
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
慕
な
い
か
は
争
れ
て
い
る
．
死
ん
だ
配
偶
考
に
つ
い
て
の
子
の
相
続
権
へ
の
こ
の
よ
う
な
介
入
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
子
が
世
帯
を
も
つ
こ
と
の
み
な
ら
ず
．
生
計
を
た
て
る
こ
と
を
も
困
難
に
す
る
．
　
共
同
遺
言
は
ド
イ
ッ
民
法
で
は
夫
婦
の
間
で
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
（
遺
言
法
二
八
条
ド
イ
ッ
民
法
二
二
六
五
条
）
。
ド
イ
ッ
民
法
の
規
定
す
る
共
同
遺
言
は
ド
イ
ッ
普
通
法
に
遡
り
．
地
方
特
別
法
は
広
範
囲
に
こ
れ
を
取
り
入
れ
．
プ
・
イ
セ
ン
普
通
法
は
こ
の
遺
言
を
夫
婦
の
間
に
の
み
認
め
．
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
法
と
ザ
ク
セ
ン
民
法
は
こ
の
制
限
を
認
め
ず
．
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
共
同
遺
言
を
禁
止
し
．
オ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ス
ト
リ
ヤ
民
法
は
配
偶
者
に
の
み
制
限
的
に
認
め
た
。
我
民
法
は
共
同
遺
言
の
慣
習
が
あ
る
わ
け
で
な
く
．
相
続
契
約
の
制
度
も
な
い
の
　
　
（
誌
）
で
、
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
（
民
法
九
七
五
条
）
。
　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
も
の
は
．
大
土
地
所
有
と
大
工
業
の
場
合
に
重
要
で
あ
る
が
、
男
子
の
一
人
の
み
に
遺
産
を
与
え
．
寡
婦
と
他
の
男
子
は
金
銭
相
続
分
に
制
限
す
る
信
託
遺
贈
と
一
子
相
続
思
想
に
由
来
す
る
習
俗
を
本
質
と
し
て
い
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
現
実
に
は
遺
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
自
由
は
家
産
の
統
一
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
こ
れ
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
他
方
、
相
続
よ
り
除
外
さ
れ
た
近
親
の
家
族
員
の
も
つ
自
由
な
金
銭
債
権
に
変
質
し
た
遺
留
分
権
に
よ
っ
て
の
み
制
限
き
れ
る
遺
言
権
は
個
人
的
な
特
別
利
益
の
手
段
と
な
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
は
被
相
続
人
に
そ
の
家
族
員
を
、
配
偶
者
や
子
供
で
さ
え
も
全
く
無
視
し
て
他
人
に
又
は
法
人
に
、
国
公
共
団
体
教
会
財
団
社
団
に
全
家
族
財
産
を
引
渡
す
権
限
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
主
観
的
意
思
の
奉
仕
者
に
な
る
こ
の
権
限
に
於
て
、
こ
れ
は
典
型
的
な
家
族
員
に
対
立
す
る
制
度
に
な
り
、
最
も
誇
張
し
た
個
人
主
義
を
助
勢
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
点
で
見
る
と
、
た
し
か
に
一
層
自
然
法
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
あ
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
基
く
相
続
法
は
も
は
や
血
族
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
互
と
連
続
す
る
世
代
の
間
に
存
在
す
る
精
神
的
道
徳
的
関
連
性
と
歴
史
的
性
質
の
法
的
表
現
で
は
な
い
。
被
相
続
入
の
意
思
に
よ
り
そ
の
財
産
を
家
族
員
以
外
の
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
仕
事
を
継
続
す
る
祖
先
と
そ
れ
を
伝
え
る
子
孫
に
対
す
る
個
人
と
そ
の
生
活
活
動
の
責
任
性
の
前
提
で
は
な
く
、
簡
単
に
言
う
と
、
も
は
や
、
超
個
人
的
に
結
合
す
る
家
の
、
客
観
的
不
滅
性
の
法
的
意
味
で
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
く
、
む
し
ろ
財
産
を
も
っ
て
い
る
個
人
の
意
思
の
主
観
的
不
滅
性
の
是
認
で
あ
る
。
　
近
代
法
で
は
被
相
続
人
は
完
全
な
遺
言
の
自
由
を
有
す
る
。
被
相
続
人
に
は
、
終
意
処
分
に
よ
っ
て
、
法
定
相
続
効
果
を
排
除
し
修
正
し
、
こ
の
処
分
の
取
消
に
よ
り
こ
れ
を
廃
止
し
変
更
す
る
自
律
的
な
、
慣
習
と
義
務
意
識
に
よ
り
倫
理
的
に
拘
束
さ
れ
る
権
利
が
帰
属
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
被
相
続
人
は
任
意
に
相
続
人
を
選
定
し
就
任
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
定
相
続
人
は
専
意
の
理
由
な
き
相
続
人
の
排
除
に
対
し
保
護
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
均
衡
上
当
然
に
卑
属
、
配
偶
者
と
い
う
近
親
者
の
遺
留
分
権
が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
ド
イ
ッ
民
法
工
三
〇
三
条
）
。
し
か
し
こ
れ
は
遺
言
の
自
由
を
相
続
法
上
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
続
人
に
対
す
る
請
求
権
を
保
護
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
遺
留
分
権
利
者
は
相
続
債
権
者
の
地
位
に
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。
遺
留
分
権
利
者
に
は
金
銭
で
満
足
さ
せ
ら
れ
る
。
被
相
　
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
｛
東
　
　
瓢
葎
　
　
法
　
　
瀞
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
ふ
ハ
続
人
は
重
要
な
稀
に
存
在
す
る
理
由
の
み
で
遺
留
分
権
を
剥
奪
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ド
イ
ッ
民
法
二
三
三
三
条
）
。
遺
言
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
自
由
は
そ
の
行
使
が
死
ま
で
自
由
な
意
思
決
定
の
み
に
従
う
べ
き
で
あ
る
不
可
欠
の
人
格
権
で
あ
る
。
相
続
の
効
果
は
法
律
又
は
死
因
処
分
に
よ
り
生
ず
る
。
法
は
遺
言
の
自
由
に
よ
り
法
定
相
続
の
形
成
的
な
効
果
を
回
避
す
る
こ
と
を
個
人
に
可
能
に
し
て
い
る
。
遺
言
の
自
由
の
原
則
は
．
個
人
が
自
己
自
身
で
死
後
に
自
己
の
財
産
が
帰
属
す
る
人
を
決
定
し
う
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
そ
の
場
合
に
被
相
続
人
は
露
由
に
遺
産
全
体
を
処
分
す
る
鉱
と
が
で
き
．
特
定
の
人
が
一
つ
の
財
産
を
保
有
す
る
こ
と
を
規
定
し
う
る
し
．
如
何
に
遺
産
を
管
理
す
る
か
を
規
定
し
う
る
．
　
遺
書
の
麟
由
は
．
個
人
が
欝
己
の
私
的
生
活
関
係
を
自
己
の
意
思
に
よ
り
形
成
し
う
る
と
い
う
私
的
鐵
治
の
原
則
の
相
続
法
上
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
遺
書
の
自
由
に
基
づ
い
て
法
的
伸
間
は
死
後
は
じ
め
て
効
力
を
有
す
る
範
囲
で
も
欝
己
の
財
産
法
の
関
係
を
自
由
に
形
成
し
う
る
（
そ
こ
で
そ
の
出
発
点
が
生
存
申
の
法
律
行
為
と
異
る
）
。
そ
こ
で
遺
書
の
自
由
は
死
を
超
越
し
て
効
力
を
有
す
る
私
的
自
治
で
　
　
（
g
）
あ
る
。
債
権
法
に
は
内
容
の
形
成
自
由
の
意
昧
の
契
約
自
由
が
支
配
し
．
他
方
物
権
法
親
族
法
相
続
法
で
は
法
定
性
が
形
成
し
う
る
法
律
関
係
の
内
容
を
も
決
定
す
る
と
い
う
特
徴
か
ら
．
債
権
法
と
物
権
法
親
族
法
相
続
法
は
対
立
す
る
と
し
て
も
．
物
権
法
親
族
法
相
続
法
に
於
て
も
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
権
利
と
法
律
関
係
に
関
し
て
制
限
き
れ
た
範
囲
で
内
容
的
に
形
成
の
自
由
が
効
力
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
　
　
　
（
鐙
）
が
で
き
る
。
　
ド
イ
ツ
民
法
は
法
定
相
続
は
死
因
処
分
に
よ
る
自
由
任
意
の
相
続
が
存
在
し
な
い
と
き
そ
し
て
そ
の
範
囲
で
の
み
開
始
す
る
。
死
因
処
分
は
．
例
え
ば
公
序
良
俗
違
反
、
指
定
さ
れ
た
相
続
人
の
被
相
続
人
よ
り
以
前
の
死
亡
、
指
定
相
続
人
の
相
続
放
棄
又
は
被
相
続
人
の
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
員
）
定
相
続
人
の
撤
回
に
よ
り
効
力
が
な
く
な
る
。
被
相
続
人
は
契
約
に
よ
り
相
続
人
の
指
定
．
遺
贈
．
負
担
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
（
ド
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）
ツ
民
法
一
九
四
一
条
）
、
こ
の
相
続
契
約
は
死
後
に
効
力
を
生
ず
る
処
分
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
と
と
も
に
死
因
処
分
と
い
わ
れ
る
。
　
遺
言
の
自
由
が
超
個
人
的
な
家
族
と
国
民
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、
制
限
無
き
専
意
で
利
己
的
目
的
に
濫
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
個
人
の
生
活
労
働
が
世
代
に
奉
仕
し
そ
し
て
子
孫
を
義
務
に
応
ず
る
意
識
の
仕
事
の
継
続
へ
教
育
す
る
代
り
に
遺
言
者
の
気
紛
れ
の
場
、
家
産
の
流
出
と
分
散
の
手
段
そ
こ
で
伝
統
に
拘
束
さ
れ
た
家
族
意
識
の
破
壊
に
な
る
な
ら
ば
、
相
続
法
は
そ
の
歴
吏
的
正
当
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
人
間
の
社
会
生
活
の
秩
序
一
般
の
場
合
と
同
様
に
自
由
と
拘
束
、
個
人
意
識
と
共
同
体
義
務
の
間
に
正
し
い
結
合
を
見
出
す
こ
と
が
立
法
者
の
考
え
で
あ
る
。
自
己
の
経
済
的
利
益
の
法
的
運
命
に
つ
い
て
の
自
律
に
よ
り
定
め
う
る
所
有
権
の
権
限
は
家
族
国
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
招
）
と
い
う
よ
り
高
き
重
要
性
が
個
人
の
自
由
の
承
認
に
置
く
限
界
の
中
で
の
み
道
徳
的
に
是
認
さ
れ
る
。
法
に
よ
り
個
人
を
拘
束
し
、
そ
の
意
思
か
ら
離
れ
る
家
族
結
合
が
相
続
権
の
根
拠
と
解
す
る
な
ら
ば
遺
言
の
自
由
は
厳
格
な
法
規
を
具
体
的
な
場
合
に
適
合
き
せ
適
当
な
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雇
）
め
に
よ
り
に
れ
を
補
充
す
る
手
段
と
老
え
ら
れ
る
。
　
家
族
結
合
が
相
続
権
の
根
拠
と
す
る
の
は
い
わ
ゆ
る
縦
の
共
同
関
係
を
相
続
権
の
根
拠
と
見
る
老
え
方
と
類
似
す
る
。
法
定
相
続
人
が
被
相
続
入
の
生
活
活
動
の
継
続
に
適
し
て
い
な
い
か
又
は
法
定
の
分
割
標
準
が
不
正
か
又
は
目
的
に
適
し
な
い
結
果
と
な
り
又
は
相
続
人
の
多
数
の
下
の
遺
産
分
割
が
経
済
的
文
化
的
財
産
統
一
の
破
壊
と
な
る
時
は
、
こ
の
限
界
内
で
は
遺
言
の
自
由
は
法
定
相
続
の
補
充
又
は
補
完
の
不
可
欠
の
手
段
で
あ
る
。
こ
の
場
合
遺
言
を
す
る
こ
と
は
道
徳
上
の
義
務
で
あ
る
。
被
相
続
人
に
可
能
に
す
る
こ
の
補
充
は
一
方
で
は
血
縁
相
続
人
の
た
め
に
遺
産
の
予
め
の
注
意
の
定
め
を
し
（
分
割
と
管
理
の
基
準
、
遺
言
執
行
者
の
指
定
）
、
他
方
家
族
以
外
の
者
に
対
し
て
は
感
謝
と
信
義
、
愛
情
と
友
情
の
特
別
義
務
を
履
行
し
、
社
会
的
文
化
的
福
祉
施
設
を
創
設
し
促
進
す
る
（
遺
贈
、
負
担
と
寄
付
）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
す
べ
て
の
社
会
的
に
重
要
な
価
値
を
促
進
す
る
遺
言
の
自
由
の
効
果
は
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
し
家
族
意
識
と
国
民
道
徳
の
社
会
的
拘
束
の
強
化
．
遺
言
権
の
家
族
違
反
的
で
義
務
を
看
過
す
る
活
動
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
　
（
欝
）
す
る
。
　
我
民
法
は
法
定
相
続
に
よ
り
法
定
相
続
人
が
規
定
さ
れ
．
相
続
分
を
有
し
こ
の
中
の
或
る
者
は
遺
留
分
が
保
障
さ
れ
る
が
．
も
し
遺
言
に
よ
る
財
産
処
分
す
な
わ
ち
遺
贈
に
よ
り
他
人
に
相
続
財
産
が
処
分
き
れ
．
相
続
人
の
遺
留
分
が
侵
害
さ
れ
る
と
き
は
．
こ
の
処
分
は
当
然
に
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
・
＼
侵
害
き
れ
た
遺
留
分
権
者
は
そ
の
侵
害
さ
れ
た
範
囲
で
減
殺
請
求
が
で
愚
る
こ
と
に
な
り
．
遺
留
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱒
）
法
は
偲
入
主
義
的
処
分
自
由
に
対
す
る
家
族
主
義
的
家
産
擁
護
の
防
塞
の
意
瞭
が
あ
る
、
　
従
来
相
続
権
の
根
拠
を
説
明
す
る
た
め
に
縦
の
共
同
生
活
関
係
に
よ
る
も
の
と
す
る
見
方
が
あ
噂
た
が
．
こ
の
縦
の
共
同
関
係
と
か
超
世
代
的
連
続
と
は
無
限
家
族
に
は
よ
い
が
夫
婦
一
代
限
り
で
消
滅
す
る
家
族
態
で
あ
る
有
限
家
族
の
場
合
に
は
適
当
で
な
く
縦
の
共
同
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）
係
が
維
持
き
れ
る
べ
き
理
歯
は
む
し
ろ
家
族
構
成
員
の
生
活
保
障
で
あ
る
と
す
る
説
や
．
ま
た
．
相
続
制
度
が
是
認
き
れ
る
主
た
る
根
拠
は
私
有
財
産
制
度
に
支
え
ら
れ
る
入
間
の
家
族
的
共
同
生
活
の
必
要
で
あ
り
．
所
有
権
が
現
在
の
社
会
秩
序
維
持
の
根
幹
と
な
る
と
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
娼
）
く
．
相
続
は
将
来
へ
発
展
す
る
社
会
の
そ
れ
を
確
保
す
る
任
務
を
も
つ
と
す
る
説
が
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
相
続
の
根
拠
を
生
活
共
同
関
係
を
基
礎
と
し
．
生
活
の
た
め
に
相
続
が
行
わ
れ
る
と
み
る
と
相
続
と
意
思
の
関
係
が
遮
断
さ
れ
遺
言
法
に
与
え
ら
れ
る
評
価
が
低
く
な
り
遺
留
分
の
規
定
が
遺
言
法
を
超
え
る
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
相
続
に
お
け
る
意
思
尊
重
の
立
場
に
立
ち
相
続
は
そ
の
死
亡
に
よ
っ
て
帰
属
者
を
衷
っ
た
個
人
財
産
の
．
相
続
関
係
者
の
自
由
な
意
思
が
明
瞭
な
と
き
は
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
扮
）
に
ょ
り
、
そ
れ
が
不
明
な
と
き
は
法
定
の
枠
に
ょ
っ
た
な
ら
ば
推
測
さ
れ
た
意
思
に
よ
る
帰
属
で
あ
る
と
説
く
こ
と
が
で
き
よ
う
と
な
す
も
の
が
あ
る
。
　
遺
言
の
自
由
を
老
え
る
場
合
に
も
こ
の
相
続
権
の
根
拠
に
よ
り
考
え
、
縦
の
共
同
関
係
と
す
る
場
合
に
は
家
族
的
共
同
の
継
続
で
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
家
の
祭
杞
、
家
の
伝
統
、
家
の
財
産
、
家
の
事
業
等
々
は
世
々
か
ら
世
代
へ
と
承
継
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
精
神
に
よ
り
遺
言
の
自
由
も
確
保
さ
れ
ま
た
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
近
代
の
相
続
権
の
根
拠
を
家
族
構
造
員
の
生
活
保
障
を
主
た
る
も
の
と
解
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
精
神
に
ょ
り
遺
言
の
自
由
に
関
す
る
制
度
及
び
こ
れ
を
制
限
す
る
遺
留
分
法
を
理
解
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
（（（（（（（（（（（（（（（ま5！41312ま！iO98765432隻）））））））））））））））
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身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
一
〇
望
ゴ
　
Go
」
N
⑲
一
㊤
憶
P
　
もり
。
⑩
O
一
〇
九
（
欝
）
（
茸
）
（
鰺
）
（
珀
）
（
2
0
）
東
洋
法
学
申
川
善
之
助
著
　
相
続
法
　
四
〇
購
頁
中
川
善
之
助
著
　
家
族
法
研
究
の
諸
問
題
　
二
八
五
頁
青
山
道
夫
著
　
改
訂
家
族
法
互
　
二
五
〇
頁
高
梨
公
之
　
民
商
法
雑
誌
　
三
八
巻
　
六
号
申
川
善
之
助
著
　
前
掲
　
二
八
四
頁
二
〇
四
．
遺
書
と
意
思
能
力
　
遺
言
に
関
し
て
は
純
粋
に
心
理
学
的
に
観
察
す
る
場
合
に
は
判
断
能
力
の
相
当
程
度
の
減
少
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
稀
で
は
な
い
。
遺
言
の
場
合
に
は
一
方
で
は
客
観
的
に
意
識
に
つ
い
て
の
か
な
り
高
い
要
求
と
他
方
で
は
主
観
的
に
は
か
な
り
減
少
し
た
意
識
の
能
力
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い
。
何
故
な
ら
被
相
続
人
の
場
合
に
は
年
令
を
原
因
と
す
る
精
神
的
な
侵
害
が
広
範
囲
に
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）
た
り
心
理
的
異
常
性
に
関
係
し
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
　
遺
言
能
力
に
関
し
て
ド
イ
ツ
民
法
は
十
八
才
未
満
の
未
成
年
者
や
禁
治
産
者
は
遺
言
能
力
が
な
い
（
遺
言
法
一
条
二
項
二
条
二
項
ド
イ
ツ
民
法
二
二
二
九
条
）
と
し
．
ま
た
精
神
病
に
よ
る
精
神
活
動
の
障
害
や
精
神
耗
弱
又
は
意
識
障
害
（
例
え
ば
飲
酒
）
に
よ
り
意
思
表
示
の
意
昧
を
理
解
し
そ
れ
に
従
っ
て
行
為
す
る
状
態
に
な
い
者
も
遺
言
能
力
は
な
い
（
選
書
法
二
条
二
項
）
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
こ
の
規
定
は
一
般
的
に
行
為
能
力
の
規
定
（
ド
イ
ツ
民
法
一
〇
四
条
．
一
〇
五
条
）
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
如
く
．
意
思
表
示
の
無
効
そ
れ
故
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
に
遠
言
の
無
効
の
前
提
要
件
を
何
ら
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
き
れ
て
い
る
。
　
ス
イ
ス
民
法
は
被
相
続
人
の
意
思
活
動
の
前
提
要
件
と
し
て
遺
言
と
相
続
契
約
の
た
め
の
相
続
法
上
の
処
分
能
力
を
種
々
規
定
す
る
。
遺
言
を
な
す
と
き
に
一
八
才
に
達
し
判
断
能
力
の
あ
る
者
は
す
べ
て
遺
言
能
力
が
あ
る
（
ス
イ
ス
民
法
四
六
七
条
）
。
そ
れ
故
に
成
年
に
達
し
て
い
な
く
て
も
十
八
才
に
達
す
る
と
遺
言
を
す
る
に
は
法
定
代
理
人
の
同
意
を
要
し
な
い
。
一
般
に
相
当
に
若
年
の
未
成
年
者
は
た
と
え
法
定
代
理
人
の
同
意
を
え
て
も
又
は
法
定
代
理
入
自
身
で
も
遺
言
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
判
断
能
力
の
存
在
は
具
体
的
事
情
に
よ
り
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
被
相
続
人
は
自
己
の
終
意
に
よ
り
定
め
た
こ
と
の
意
味
と
効
果
を
理
解
し
そ
れ
に
従
っ
て
行
為
で
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
ス
イ
ス
民
法
は
こ
の
場
合
に
も
判
断
能
力
は
具
体
的
事
情
に
よ
り
評
価
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
故
に
裁
判
所
は
、
遺
言
能
力
に
関
す
る
精
神
病
学
的
鑑
定
の
場
合
に
も
、
一
身
専
属
権
の
行
使
の
場
合
の
前
述
の
態
度
に
な
ら
い
、
通
常
心
理
学
的
に
は
軽
い
又
は
申
程
度
の
減
少
の
場
合
に
も
法
的
判
断
能
力
を
認
め
る
。
こ
の
場
合
に
も
被
相
続
人
の
心
理
的
に
非
常
に
減
少
し
た
判
断
能
力
を
認
め
る
例
外
の
場
合
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
少
な
く
と
も
遺
言
の
主
だ
る
意
思
に
於
て
、
相
続
人
の
生
存
中
か
ら
の
合
理
的
な
基
本
的
立
場
従
っ
て
そ
の
人
の
重
要
な
意
思
を
主
張
す
る
た
め
に
十
分
な
判
断
能
力
が
、
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
は
以
上
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ス
イ
ス
民
法
及
び
判
例
か
ら
遺
言
に
関
す
る
判
断
能
力
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
観
点
が
引
き
だ
さ
れ
、
遺
言
を
な
し
う
る
人
の
範
囲
は
成
年
に
達
し
て
は
じ
め
て
遺
言
を
な
し
う
る
の
で
は
な
く
、
一
八
才
に
達
す
る
と
遺
言
能
力
が
あ
り
、
後
見
に
付
せ
ら
れ
た
精
神
病
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
者
も
遺
言
に
関
し
て
は
法
的
に
要
求
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
ず
か
な
程
度
の
判
断
能
力
を
も
つ
の
み
で
有
効
な
遺
言
を
な
し
う
る
。
　
我
が
民
法
は
満
十
五
才
以
上
の
者
に
遺
言
能
力
を
認
め
て
い
る
（
九
六
一
条
）
。
遺
言
に
つ
い
て
は
事
物
に
対
す
る
一
応
の
判
断
力
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
な
わ
ち
意
思
能
力
が
あ
れ
ば
よ
い
と
し
て
年
令
上
十
五
才
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
遺
言
に
は
行
為
能
力
の
規
定
は
適
用
な
く
（
九
六
二
条
）
十
五
才
以
上
の
者
は
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
十
五
才
以
上
で
も
意
思
能
力
の
な
い
者
は
遺
言
は
で
き
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
な
い
。
禁
治
産
者
も
意
思
能
力
の
あ
る
と
き
は
有
効
に
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
禁
治
産
者
が
本
人
に
復
し
た
時
に
お
い
て
遺
言
を
す
る
に
は
．
医
師
二
入
以
上
の
立
会
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
七
三
条
）
。
こ
の
よ
う
に
遺
言
能
力
は
．
意
思
能
力
を
基
準
と
し
て
い
る
が
．
こ
の
場
合
も
遺
書
に
関
す
る
判
断
能
力
に
つ
い
て
の
前
述
の
よ
う
な
立
場
に
よ
り
、
意
思
能
力
の
存
否
を
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
更
に
法
的
遺
留
分
の
保
護
は
被
相
続
人
の
遺
言
自
由
に
広
い
制
限
を
設
け
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
遮
留
分
権
者
は
各
立
法
例
上
種
々
に
規
定
き
れ
て
い
る
が
．
こ
の
遺
留
分
権
者
は
遺
留
分
を
以
ウ
て
保
護
さ
れ
、
そ
れ
を
侵
害
す
る
遺
冨
を
直
ち
に
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
遺
留
分
権
者
は
法
的
に
可
能
な
限
り
．
被
相
続
入
の
判
断
能
力
が
遺
留
分
権
者
の
利
益
の
た
め
に
認
定
き
れ
る
こ
と
に
よ
ひ
噌
、
保
護
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
更
に
た
と
え
そ
れ
が
特
殊
な
よ
う
に
見
え
る
と
し
て
も
．
不
合
理
で
な
い
限
り
．
遺
書
者
の
最
終
意
思
に
従
鴫
て
生
活
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
．
被
相
続
人
の
要
求
も
可
能
な
限
り
詳
細
な
点
ま
で
維
持
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
明
瞭
な
原
則
が
想
起
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
も
前
述
の
判
例
が
如
何
に
遺
言
者
の
判
断
無
能
力
を
認
定
す
る
こ
と
を
差
控
え
る
の
を
常
と
す
る
か
が
間
接
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
っ
て
．
被
相
続
人
が
純
粋
に
心
理
学
的
に
は
相
当
の
程
度
に
減
少
し
た
判
断
能
力
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
遺
言
の
場
合
に
も
．
遺
言
が
も
つ
主
た
る
欝
的
設
定
に
於
て
被
相
続
人
の
生
前
に
於
け
る
従
来
の
合
理
的
な
傾
向
か
ら
明
ら
か
に
最
終
意
思
と
現
実
に
老
え
ら
れ
る
場
合
に
は
法
的
に
は
な
お
判
断
能
力
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
成
る
べ
く
遺
言
が
な
さ
れ
た
当
時
遺
言
者
に
判
断
能
力
す
な
わ
ち
意
思
能
力
を
認
め
て
こ
れ
を
有
効
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
遺
言
の
な
さ
れ
た
当
時
に
意
思
能
力
の
な
い
と
き
は
遺
言
は
無
効
に
な
る
。
　
遺
言
は
一
つ
の
意
思
表
示
で
あ
り
．
遺
言
能
力
を
欠
く
場
合
以
外
に
．
公
序
良
俗
違
反
を
内
容
と
す
る
と
か
．
錯
誤
の
場
合
に
は
無
効
と
な
る
が
、
更
に
法
定
の
方
式
を
欠
く
場
合
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
遺
言
の
方
式
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
遼
言
者
の
直
意
確
保
の
た
め
で
あ
る
と
言
え
る
。
遺
言
は
遺
言
者
の
意
思
に
よ
り
そ
の
死
後
の
法
律
関
係
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
人
は
自
己
の
自
由
な
意
思
に
ょ
り
遺
言
を
す
る
自
由
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
方
式
を
厳
格
に
す
る
と
遺
言
者
の
真
意
は
確
保
で
き
て
も
遺
言
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
そ
こ
で
遺
言
者
の
真
意
は
確
保
さ
れ
な
が
ら
、
遺
言
の
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
は
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
遺
言
の
方
式
に
関
し
て
最
近
の
判
例
は
危
急
時
遺
言
に
つ
い
て
「
民
法
九
七
六
条
の
所
定
の
方
式
に
よ
り
遺
言
す
る
場
合
に
お
い
て
、
遺
言
者
が
口
授
し
た
遺
言
の
趣
旨
を
記
載
し
た
書
面
に
、
遺
言
し
た
臼
付
な
い
し
証
書
を
作
成
し
た
日
附
を
記
載
す
る
こ
と
が
右
遺
言
の
方
式
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
同
条
の
規
定
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
日
附
の
記
載
は
そ
の
有
効
要
件
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
遺
言
書
を
作
成
し
た
証
人
に
お
い
て
こ
れ
に
日
附
を
記
載
し
た
場
合
で
も
、
右
の
遺
言
の
な
き
れ
た
日
を
証
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
遺
言
書
作
成
の
日
と
し
て
記
載
さ
れ
た
日
附
に
正
確
を
欠
く
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
右
の
方
式
に
よ
る
遺
言
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
ま
た
九
七
六
条
の
危
急
時
遺
言
の
場
合
に
立
会
証
人
の
す
る
署
名
捺
印
は
遺
言
者
の
口
授
に
従
っ
て
筆
記
さ
れ
た
遺
言
の
内
容
を
遣
言
者
お
よ
び
他
の
証
人
に
読
み
聞
か
せ
た
の
ち
に
そ
の
場
所
で
す
る
の
が
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
が
、
筆
記
者
で
あ
る
証
人
が
遺
言
者
の
現
在
し
な
い
場
所
で
署
名
捺
印
し
他
の
証
人
の
署
名
を
得
た
の
ち
そ
の
証
人
立
会
で
遺
言
者
に
読
み
聞
か
せ
そ
の
後
証
人
が
捺
印
し
た
よ
う
な
場
合
で
も
、
　
「
そ
の
署
名
捺
印
が
筆
記
内
容
に
変
改
を
加
え
た
疑
い
を
挾
む
余
地
の
な
い
事
情
の
も
と
に
遺
言
者
作
成
の
一
連
の
過
程
に
従
っ
て
遅
滞
な
く
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
い
ま
だ
署
名
捺
印
に
よ
っ
て
筆
記
の
正
確
性
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
同
条
の
趣
旨
を
害
す
る
も
の
と
は
い
え
な
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
い
か
ら
．
そ
の
署
名
捺
印
は
同
条
の
方
式
に
則
っ
た
も
の
と
し
て
．
遺
言
の
効
力
を
認
め
る
に
妨
げ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
な
さ
れ
た
遠
言
を
有
効
と
し
て
い
る
。
q
授
型
の
遺
言
で
は
民
法
の
定
め
の
順
序
．
や
り
方
を
ふ
む
こ
と
で
真
意
が
確
保
き
れ
る
が
．
こ
れ
と
ち
が
う
過
程
で
な
き
れ
た
遠
言
で
も
．
遺
言
者
の
真
意
が
遺
言
書
に
正
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鐙
）
あ
り
．
一
度
成
立
し
た
遺
言
は
．
方
式
に
完
全
な
欠
陥
が
な
い
か
ぎ
り
要
式
性
を
で
き
る
だ
け
緩
和
し
て
そ
の
効
力
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
播
藁
　
ま
た
公
正
証
券
遺
言
の
場
合
（
旧
一
〇
六
九
条
現
九
六
九
条
）
に
つ
い
て
は
．
そ
の
二
号
の
要
件
に
関
し
．
公
証
人
が
遺
言
書
を
作
成
し
た
が
先
づ
遺
書
の
趣
旨
を
記
載
し
た
鍛
草
灘
の
交
付
を
受
け
そ
れ
を
筆
記
し
た
後
遺
言
者
鷹
面
接
し
遺
言
の
趣
旨
は
書
面
の
通
り
煮
の
謬
葉
を
得
て
か
ら
遺
言
者
及
び
証
人
に
読
聞
か
せ
更
に
署
名
捺
印
し
て
公
正
証
書
の
作
成
を
完
了
し
た
と
き
も
遺
言
者
は
遠
言
の
趣
旨
を
購
授
し
た
と
認
め
．
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
「
遺
言
者
ハ
遺
言
当
時
二
於
テ
書
面
通
リ
ノ
遠
言
ヲ
為
ス
意
思
ア
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ク
若
シ
筆
記
子
ン
テ
該
書
面
ト
異
ナ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
読
聞
ケ
ノ
際
遺
言
者
轟
於
テ
直
二
之
二
異
議
ヲ
唱
へ
之
ヲ
訂
正
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
何
等
其
ノ
間
異
議
ヲ
挾
マ
ス
之
ヲ
承
認
シ
署
名
捺
印
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遠
言
ノ
真
意
ハ
公
証
人
二
口
授
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
　
（
員
）
モ
」
民
法
の
遺
言
の
方
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
．
こ
の
よ
う
な
遭
言
も
有
効
で
あ
る
と
す
る
。
　
し
か
し
．
秘
密
遺
言
証
書
に
よ
る
遷
言
と
そ
の
証
入
（
旧
一
〇
七
四
条
現
九
七
四
条
）
に
関
し
そ
の
三
号
に
つ
い
て
は
「
受
遺
者
ヲ
以
テ
遺
言
ノ
証
人
又
ハ
立
会
入
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
シ
其
ノ
遺
言
ノ
方
法
力
公
正
証
書
二
依
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
秘
密
証
書
二
依
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
ヲ
区
別
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
受
遺
者
ハ
其
ノ
遺
言
二
付
利
害
関
係
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ハ
公
正
証
書
二
依
ル
遺
言
ナ
ル
ト
秘
密
証
書
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）
依
ル
適
言
ナ
ル
ト
ニ
依
り
差
異
ナ
キ
ノ
故
二
」
受
遺
者
は
自
己
が
受
遺
者
と
な
っ
て
い
る
遺
言
の
証
入
と
な
る
資
格
が
な
い
と
し
て
．
こ
の
よ
う
な
遺
言
の
効
力
を
認
め
な
い
。
　
次
に
遺
言
の
効
力
の
問
題
と
し
て
遼
贈
の
効
力
が
あ
る
。
遺
贈
も
遺
贈
者
の
意
思
が
そ
の
死
後
に
効
力
が
生
じ
、
意
思
の
内
容
と
し
て
の
法
律
関
係
が
実
現
き
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
遺
贈
が
意
思
表
示
に
よ
る
財
産
権
移
転
の
一
態
様
で
あ
る
以
上
財
産
法
の
一
般
原
則
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
し
た
が
い
、
遺
贈
の
効
力
が
発
生
す
る
と
同
時
に
受
遺
者
が
直
接
に
権
利
者
と
な
り
、
債
権
の
特
定
遺
贈
の
場
合
は
、
　
「
特
定
債
権
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
、
債
務
者
に
対
す
る
通
知
又
は
債
務
者
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
受
遺
者
は
、
遺
贈
に
よ
る
債
権
の
取
得
を
債
務
者
に
対
抗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
の
は
、
遺
贈
の
効
力
発
生
に
よ
り
意
思
の
内
容
で
あ
る
債
権
の
移
転
が
生
ず
る
が
、
こ
れ
を
第
三
者
に
主
張
す
る
た
め
に
は
対
抗
要
件
を
必
要
と
す
る
趣
旨
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
（
鉛
）
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U
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霞
一
箆
①
ぴ
ご
一
〇
〇
筥
①
出
ω
建
窯
鵬
断
①
謬
貯
冨
蜜
o
び
○
一
〇
α
R
圃
ω
o
犀
o
ぴ
　
霧
賓
o
鑑
鱒
嘗
一
ω
o
犀
R
葺
る
麟
o
匿
叶
騨
鋤
答
げ
○
囲
○
奪
①
畷
g
警
”
ぱ
構
び
器
o
げ
ρ
　
O
》
縁
ご
　
お
謡
）
Qo
●
8
》
一
①
図
簿
p
血
段
ゆ
8
ぎ
の
騰
q
p
鳥
江
ω
の
α
o
ω
Oo
o
び
≦
o
冒
段
凶
ω
o
び
o
嵩
図
騰
び
器
o
簿
9
　
一
零
9
　
ω
。
Qo
鴎
類
餌
雛
ω
閃
ぎ
伽
Φ
ぴ
　
鉾
鋤
●
○
こ
　
ω
・
①
O
中
川
善
之
助
著
　
相
続
法
　
三
一
五
頁
綴
曽
β
の
じご
ぎ
儀
①
び
　
90
。
押
○
こ
　
ω
。
巽
佐
藤
隆
夫
　
家
族
法
大
系
璽
　
一
六
三
頁
申
川
善
之
助
著
　
前
掲
　
三
二
四
頁
最
高
判
　
昭
和
四
七
年
三
月
一
七
日
　
民
集
二
六
巻
二
号
　
二
四
九
頁
加
藤
永
一
　
民
商
法
雑
誌
　
六
七
巻
三
号
　
四
五
九
頁
大
判
　
昭
和
九
年
七
月
一
〇
日
　
民
集
一
三
巻
一
六
号
　
一
三
五
二
頁
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
甘
巳
ω
瓢
ω
o
び
霞
Qり
8
簿
一
お
①
鼻
”
oo
．
8
二
五
　
　
東
洋
法
学
（
鴛
）
　
大
判
　
昭
和
六
年
六
月
一
〇
日
　
民
集
一
〇
巻
七
号
　
四
一
一
丁
（
B
）
　
加
藤
永
一
　
家
族
法
大
系
鞭
　
二
〇
八
頁
（
艮
）
最
高
判
昭
和
四
九
年
四
月
二
六
欝
民
集
二
八
巻
三
号
五
四
一
頁
二
六
五
．
地
位
の
承
継
と
相
続
人
の
意
思
　
相
続
人
は
稻
続
に
よ
り
被
相
続
人
の
財
産
法
上
の
地
位
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
相
続
人
は
被
相
続
人
と
同
一
の
地
位
に
た
つ
こ
と
に
な
り
．
権
利
の
み
な
ら
ず
義
務
を
も
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
。
被
相
続
人
が
生
前
に
自
己
の
意
思
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
金
銭
債
務
を
負
雄
し
た
な
ら
ば
当
然
に
こ
の
金
銭
の
支
払
債
務
を
自
ら
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
れ
は
自
ら
の
債
務
負
担
の
意
思
に
よ
り
発
生
し
た
債
務
に
よ
り
自
己
の
意
思
が
拘
束
き
れ
履
行
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
被
相
続
人
が
死
亡
し
て
相
続
が
開
始
し
た
な
ら
ば
こ
の
債
務
は
相
続
人
に
承
継
さ
れ
．
相
続
人
は
こ
の
債
務
を
自
己
の
意
思
に
よ
り
負
担
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
債
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）
に
拘
東
さ
れ
て
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
相
続
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
老
え
ら
れ
る
取
引
の
安
全
の
保
障
の
理
念
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
金
銭
債
務
の
場
合
に
は
相
続
人
が
相
続
に
よ
り
承
継
し
た
相
続
財
産
の
み
な
ら
ず
相
続
入
の
有
す
る
自
己
の
全
財
産
を
以
っ
て
も
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
ま
た
被
相
続
人
が
生
前
に
自
己
の
意
思
に
よ
り
そ
の
家
屋
の
売
買
契
約
を
締
結
し
履
行
し
な
い
ま
ま
で
．
被
相
続
入
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
相
続
に
よ
り
こ
の
売
買
契
約
上
の
引
渡
債
務
は
相
続
人
に
承
継
さ
れ
て
、
こ
の
家
屋
を
売
買
契
約
の
対
象
と
し
て
引
渡
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
も
相
続
人
は
自
己
の
意
思
に
よ
り
負
担
し
た
債
務
で
は
な
く
と
も
．
こ
の
債
務
に
よ
り
意
思
が
拘
束
き
れ
て
．
相
続
開
始
後
に
こ
の
家
屋
を
引
渡
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
相
続
に
よ
り
被
相
続
人
の
地
位
を
相
続
人
が
承
継
す
る
と
き
は
、
被
相
続
人
の
意
思
に
よ
り
相
続
人
の
意
思
が
拘
東
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
し
か
し
法
律
関
係
に
よ
っ
て
は
相
続
後
で
も
被
相
続
入
と
同
一
の
地
位
に
立
つ
こ
と
な
く
相
続
人
本
来
の
立
場
で
自
由
な
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
如
何
な
る
場
合
に
こ
の
よ
う
な
関
係
を
認
め
る
べ
き
か
は
相
続
に
ょ
り
老
慮
す
べ
き
取
引
の
安
全
と
相
続
人
の
保
護
の
理
念
を
比
較
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
こ
の
よ
う
な
場
合
を
幾
つ
か
の
判
例
に
よ
り
、
老
察
し
て
み
よ
う
o
　
相
続
に
よ
り
被
相
続
人
の
地
位
を
承
継
し
相
続
人
の
意
思
が
拘
束
さ
れ
る
例
と
し
て
、
無
権
代
理
人
が
本
人
を
相
続
し
た
場
合
の
関
係
が
あ
る
。
民
法
一
二
二
条
の
無
権
代
理
の
場
合
に
は
本
人
は
無
権
代
理
人
の
な
し
た
契
約
を
追
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
追
認
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
相
続
は
相
続
人
が
被
相
続
人
の
地
位
を
承
継
す
る
と
老
え
れ
ば
、
無
権
代
理
行
為
を
行
っ
た
相
続
人
は
本
人
の
資
格
で
追
認
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
結
果
を
認
め
る
と
相
手
方
が
不
利
益
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
判
例
は
「
無
権
代
理
入
ガ
本
人
ヲ
相
続
シ
本
人
ト
代
理
人
ト
ノ
資
格
ガ
同
一
人
二
帰
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
以
上
、
本
人
ガ
自
ラ
法
律
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
同
様
ノ
法
律
上
ノ
地
位
ヲ
生
ジ
タ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
。
恰
モ
権
利
ヲ
処
分
シ
タ
ル
者
ガ
実
際
其
目
的
タ
ル
権
利
ヲ
有
セ
ザ
ル
場
合
ト
錐
、
其
ノ
後
相
続
其
ノ
他
二
因
り
該
処
分
二
係
ル
権
利
ヲ
取
得
シ
、
処
分
者
タ
ル
地
位
ト
権
利
者
タ
ル
地
位
ト
ガ
同
一
人
二
帰
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
、
該
処
分
行
為
ガ
完
全
ナ
ル
効
カ
ヲ
生
ズ
ル
ト
認
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
同
様
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
ク
、
之
二
反
シ
単
二
無
権
代
理
行
為
ナ
リ
ト
ノ
理
由
二
基
キ
叙
上
ノ
如
キ
無
権
代
理
入
力
本
人
ヲ
相
続
シ
タ
ル
場
合
ト
錐
モ
、
同
人
ハ
其
ノ
本
人
タ
ル
資
格
二
基
キ
追
認
ヲ
拒
絶
シ
得
ベ
ク
、
従
テ
叉
無
権
代
理
人
タ
ル
資
格
二
於
テ
損
害
ノ
責
二
任
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
べ
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一
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二
八
シ
ト
謂
フ
ガ
如
キ
ハ
、
徒
二
相
手
方
ヲ
不
利
益
ナ
ル
地
位
二
陥
ル
結
果
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ヲ
免
シ
難
ク
其
ノ
許
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ハ
言
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
侯
タ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
と
し
て
無
権
代
理
人
が
追
認
拒
絶
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
そ
の
後
の
判
例
は
こ
の
場
合
に
は
相
手
方
二
対
シ
無
権
代
理
行
為
ノ
追
認
ヲ
為
ス
ベ
キ
コ
ソ
相
当
ナ
レ
．
今
更
追
認
ヲ
拒
絶
シ
テ
代
理
行
為
ノ
効
果
ヲ
自
己
二
帰
属
ス
ル
灘
ト
ヲ
回
避
セ
ム
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酪
3
）
ル
ガ
如
キ
ハ
信
義
則
上
許
サ
ル
ベ
キ
ニ
非
ス
と
し
て
信
義
則
よ
り
同
様
の
結
果
を
理
由
づ
け
．
ま
た
最
近
の
判
例
は
．
無
権
代
理
人
が
本
人
を
相
続
し
本
入
と
代
理
人
と
の
資
格
が
同
一
人
に
帰
す
る
に
い
た
っ
た
場
合
に
は
本
人
が
霞
ら
法
律
行
為
を
な
し
た
の
と
同
様
な
法
律
上
の
地
位
を
生
ず
る
と
い
撃
結
果
を
無
権
代
理
人
が
本
入
の
共
同
相
続
人
の
一
人
で
あ
む
他
の
相
続
人
が
相
続
放
棄
を
し
た
場
合
に
も
認
　
　
（
嬢
）
め
て
い
る
。
　
相
続
人
と
な
っ
た
無
権
代
理
人
が
無
権
代
理
行
為
に
つ
い
て
自
ら
行
為
の
意
思
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
．
本
人
を
相
続
し
て
履
行
が
可
能
な
状
態
に
な
る
な
ら
ば
、
こ
の
自
己
の
決
定
せ
る
意
思
に
拘
束
き
れ
て
履
行
責
任
を
負
担
し
本
入
の
資
格
で
追
認
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
の
は
．
取
引
の
安
全
の
保
護
と
な
り
．
ま
た
こ
の
よ
う
な
相
続
入
を
保
護
す
る
よ
り
も
相
手
方
の
保
護
を
優
先
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
学
説
は
人
格
の
承
継
．
代
理
権
の
追
完
．
信
義
則
に
よ
る
有
効
．
資
格
の
融
合
等
に
よ
り
説
明
す
る
が
．
当
然
に
は
有
効
と
も
無
効
と
も
な
ら
ず
無
権
代
理
の
本
人
の
地
位
が
．
無
権
代
理
人
を
も
含
む
共
同
相
続
人
に
承
継
き
れ
る
と
解
し
無
権
代
理
人
が
本
人
の
共
同
相
続
人
の
一
入
で
あ
り
．
他
の
相
続
入
が
相
続
放
棄
を
し
た
と
き
は
単
独
で
相
続
を
し
た
こ
と
に
な
り
．
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
記
の
単
独
相
続
の
判
例
が
適
用
と
な
る
の
は
正
当
と
す
る
説
が
あ
る
。
　
相
続
人
が
被
相
続
人
を
相
続
し
て
も
．
被
相
続
人
の
地
位
に
拘
東
き
れ
ず
、
相
続
人
に
意
思
を
決
定
す
る
自
由
の
あ
る
例
を
み
て
み
よ
う
。
無
権
代
理
人
が
本
人
を
相
続
し
た
場
合
と
異
な
り
、
無
権
代
理
人
を
本
入
が
相
続
し
た
場
合
に
そ
の
無
権
代
理
行
為
が
当
然
に
有
効
と
な
る
か
否
か
の
間
題
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
本
人
が
追
認
も
追
認
拒
絶
も
し
な
い
間
に
、
無
権
代
理
人
が
死
亡
し
て
相
続
が
開
始
し
た
の
で
無
権
代
理
人
た
る
地
位
を
本
人
が
承
継
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
判
例
は
無
権
代
理
人
が
本
人
を
相
続
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
自
ら
し
た
無
権
代
理
行
為
に
つ
き
本
人
の
資
格
に
お
い
て
追
認
を
拒
絶
す
る
余
地
を
認
め
る
の
は
信
義
則
に
反
す
る
か
ら
、
右
無
権
代
理
行
為
は
相
続
と
共
に
当
然
有
効
と
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
人
が
無
権
代
理
人
を
相
続
し
た
場
合
は
、
こ
れ
と
同
様
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
相
続
人
た
る
本
人
が
相
続
人
の
無
権
代
理
人
行
為
の
追
認
を
拒
絶
し
て
も
、
何
ら
信
義
に
反
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
ら
、
被
相
続
人
の
無
権
代
理
行
為
は
一
般
に
本
人
の
相
続
に
よ
り
当
然
有
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
例
に
従
え
ば
被
相
続
人
で
あ
る
無
権
代
理
人
が
な
し
た
売
買
契
約
を
相
続
後
も
相
続
人
は
追
認
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
追
認
拒
絶
も
信
義
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
た
め
に
売
買
契
約
の
効
力
は
生
ず
る
こ
と
な
く
、
相
続
人
は
相
手
方
に
対
し
て
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
し
て
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
が
こ
の
場
合
に
相
手
方
は
目
的
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
本
人
は
何
の
責
任
も
負
担
し
な
い
で
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
民
法
一
一
七
条
に
よ
る
と
無
権
代
理
人
は
も
し
本
人
が
こ
の
無
権
代
理
行
為
を
追
認
し
な
い
と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
て
契
約
の
履
行
債
務
か
ま
た
は
損
害
賠
償
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
無
権
代
理
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
こ
の
よ
う
な
債
務
が
存
在
し
た
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
債
務
を
本
人
は
、
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
関
し
判
例
は
、
民
法
二
七
条
に
よ
る
無
権
代
理
人
の
債
務
が
相
続
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
本
人
が
無
権
代
理
人
を
相
続
し
た
場
合
で
も
異
ら
な
い
か
ら
、
本
人
は
相
続
に
よ
り
無
権
代
理
人
の
右
債
務
を
承
継
す
る
の
で
あ
り
、
本
人
と
し
て
無
権
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
行
為
の
追
認
を
拒
絶
で
き
る
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
右
債
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
本
人
が
無
権
代
理
人
を
相
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
続
し
た
場
合
に
無
権
代
理
行
為
は
当
然
に
有
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
二
七
条
に
よ
る
無
権
代
理
人
の
負
担
す
る
債
務
は
本
人
が
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
更
に
被
相
続
人
の
地
位
を
相
続
に
よ
り
承
継
し
て
も
．
相
続
人
に
意
思
の
自
由
が
存
す
る
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
他
人
の
権
利
の
売
主
を
そ
の
権
利
者
が
相
続
し
た
場
合
に
は
売
主
の
地
位
を
権
利
者
が
承
継
し
．
権
利
は
当
然
に
買
主
に
移
転
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
最
近
の
判
例
は
、
他
入
の
権
利
の
売
主
が
死
亡
し
、
そ
の
権
利
者
に
お
い
て
売
主
を
相
続
し
た
場
禽
に
は
．
権
利
者
は
相
続
に
ょ
り
売
主
の
売
買
契
約
の
義
務
な
い
し
地
位
を
承
継
す
る
が
．
そ
の
た
め
に
権
利
者
自
身
が
売
買
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
い
鵯
煮
は
も
ち
ろ
ん
．
鉱
れ
に
よ
っ
て
売
買
の
灘
的
撫
ホ
れ
た
権
利
が
当
然
に
買
主
に
移
転
す
る
も
の
撫
解
す
べ
蓉
根
拠
も
な
い
。
ま
た
．
権
利
者
は
．
そ
の
権
利
に
よ
り
．
相
続
人
と
し
て
承
継
し
た
売
主
の
履
行
義
務
を
直
ち
に
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
．
他
面
に
お
い
て
．
権
利
者
と
し
て
そ
の
権
利
の
移
転
に
つ
き
諾
否
の
自
由
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
．
そ
れ
が
相
続
に
よ
る
売
主
の
義
務
の
承
継
と
い
う
偶
然
の
事
由
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
な
く
．
ま
た
権
利
者
が
そ
の
権
利
の
移
転
を
拒
否
し
た
か
ら
と
い
っ
て
．
買
主
が
不
測
の
不
利
益
を
受
け
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
権
利
者
は
．
相
続
に
よ
っ
て
売
主
の
義
務
な
い
し
地
位
を
承
継
し
て
も
．
相
続
前
と
同
様
そ
の
権
利
の
移
転
に
つ
き
諾
否
の
自
由
を
保
有
し
．
信
義
則
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
特
別
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
．
右
売
買
契
約
上
の
売
主
と
し
て
の
履
行
義
務
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
．
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
他
人
の
権
利
の
売
主
は
自
己
の
意
思
に
よ
り
売
買
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
、
こ
の
権
利
を
引
渡
す
べ
き
債
務
を
負
担
す
る
が
、
相
続
に
よ
り
相
続
人
で
あ
る
権
利
者
は
こ
の
目
的
で
あ
る
権
利
の
引
渡
義
務
を
承
継
し
こ
れ
を
履
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
こ
れ
を
履
行
す
る
義
務
は
権
利
者
が
自
己
の
意
思
に
ょ
り
負
担
し
た
も
の
で
は
な
く
、
目
的
物
も
契
約
当
時
被
相
続
人
に
属
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
義
務
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
相
手
方
の
保
護
よ
り
も
相
続
人
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
被
相
続
人
の
所
有
物
の
売
買
の
場
合
に
は
被
相
続
人
の
所
有
し
た
物
を
相
続
人
が
承
継
す
る
の
で
、
被
相
続
人
の
意
思
に
よ
り
負
担
し
た
債
務
に
よ
り
相
続
人
が
拘
束
き
れ
、
こ
れ
を
移
転
す
べ
き
も
の
と
し
て
相
手
方
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
民
法
五
六
｝
条
の
他
人
の
物
の
売
買
契
約
の
場
合
に
は
、
売
主
は
権
利
者
か
ら
そ
の
物
を
取
得
し
て
買
主
に
移
転
す
る
義
務
を
負
い
、
こ
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
買
主
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
損
害
賠
償
の
請
求
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
権
利
者
が
こ
の
権
利
を
売
主
に
移
転
す
る
か
否
か
は
権
利
者
の
自
由
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
売
主
を
権
利
者
が
相
続
す
る
と
こ
の
目
的
物
の
売
主
た
る
地
位
を
承
継
し
、
そ
の
た
め
に
相
続
に
よ
り
当
然
権
利
が
買
主
に
移
転
す
る
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
が
、
こ
の
判
例
に
よ
れ
ば
た
と
え
売
主
の
地
位
を
権
利
者
が
承
継
し
て
も
、
そ
の
義
務
履
行
の
諾
否
を
権
利
者
は
自
己
の
自
由
な
意
思
で
決
定
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
相
続
と
相
続
人
の
意
思
の
関
係
の
問
題
に
相
続
の
承
認
放
棄
が
あ
り
、
単
純
承
認
は
通
常
は
相
続
の
放
棄
を
し
な
い
旨
の
意
思
表
　
（
9
）
示
と
か
相
続
人
が
被
被
相
続
人
の
債
務
に
つ
い
て
自
己
の
固
有
財
産
を
も
っ
て
無
限
責
任
を
負
う
と
い
う
効
果
の
発
生
す
る
相
続
形
態
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
た
は
こ
の
効
果
を
承
認
す
る
相
続
人
の
意
思
表
示
と
解
さ
れ
る
が
、
意
思
表
示
で
あ
る
と
老
え
ず
に
、
無
制
限
の
相
続
帰
属
を
嫌
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
登
）
こ
れ
に
留
保
を
つ
け
ま
た
は
帰
属
そ
の
も
の
を
拒
否
す
る
特
別
の
行
為
が
な
い
限
り
原
則
的
に
発
生
す
る
相
続
の
法
定
効
果
で
あ
る
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）
る
学
説
と
、
相
続
の
限
定
承
認
権
お
よ
び
放
棄
権
な
る
形
成
権
の
放
棄
が
単
独
承
認
で
あ
り
こ
れ
は
意
思
実
現
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
招
）
　
ま
た
相
続
の
放
棄
の
制
度
は
相
続
人
の
意
思
の
自
由
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
近
の
判
例
も
、
相
続
の
よ
う
な
身
分
行
為
に
つ
い
　
　
　
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
て
は
．
民
法
四
二
四
条
の
詐
害
行
為
取
消
権
行
使
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
解
し
．
相
続
の
放
棄
の
よ
う
な
身
分
行
為
に
つ
い
て
は
．
他
人
の
意
思
に
よ
っ
て
こ
れ
を
強
制
す
べ
き
で
な
い
と
解
す
る
と
こ
ろ
．
も
し
相
続
の
放
棄
を
詐
害
行
為
と
し
て
取
り
消
し
う
る
も
の
と
す
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
）
ば
．
相
続
人
に
対
し
相
続
の
承
認
を
強
制
す
る
こ
と
と
同
じ
結
果
と
な
り
．
そ
の
不
当
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（（（（（（（（（（（（ハ（玉4i3i2iUG9876543黛儀））））））））））、ノ）、“、ノ
申
川
善
之
助
著
　
家
族
法
研
究
の
講
問
題
　
二
九
四
頁
大
判
　
昭
和
二
年
三
擁
綱
三
購
　
民
集
六
巻
三
号
　
一
〇
六
頁
大
判
　
昭
和
一
七
年
二
月
鷲
百
　
民
集
二
巻
四
号
　
一
六
圏
頁
最
寓
判
　
昭
和
閥
○
年
六
月
～
八
騰
　
民
集
一
九
巻
縣
号
　
九
八
六
頁
谷
購
知
平
　
新
版
家
族
法
判
例
百
選
　
二
〇
八
頁
最
高
判
　
昭
和
三
七
年
麟
月
二
〇
羅
　
民
集
一
六
巻
隣
号
　
九
五
五
一
頁
最
高
判
　
昭
和
四
八
年
七
月
三
日
　
民
集
二
七
巻
七
号
　
七
五
一
頁
最
高
判
　
昭
和
四
九
年
九
月
四
醸
　
民
集
二
八
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六
号
　
二
六
九
頁
青
山
道
夫
著
　
改
訂
家
族
法
論
叢
　
三
一
九
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松
坂
佐
繭
著
　
親
族
法
相
続
法
　
繍
七
四
頁
申
川
善
之
助
著
　
相
続
法
　
二
四
六
頁
浜
上
則
雄
民
商
法
雑
誌
　
麟
二
巻
四
号
　
二
五
頁
青
山
道
夫
箸
前
掲
　
三
一
九
頁
最
高
判
　
昭
和
四
九
年
九
月
二
〇
欝
　
罠
集
二
八
巻
六
号
　
一
二
〇
四
頁
